
9 

II. 森林立地の解析

中部山地が海林立地学的にみて，どんな特色があり， すくなく，いわり3る大陀!生の気伎をしめすことである。

そのなかでも山梨県がいかなる立地条件をそなえている すなわち，キの雪も北F土地方l亡くらべてすくなく，貝も

かをこの草で検討してみよう。 よわい。海抜高度がたかく，海洋の影警がすくないため

中部地方における地形の特&~としては，高山がつらな 水蒸気量も減るので，気温が低いばかりでなく，気温の

りrl本の屋恨にあたることである。日本アルプスとして rI穀寿が大きい。このため春と秋に移動性高気圧が本川

知られる飛騨，木曽，赤石の山脈が市北にならむ，盆地 中部をとおるときは，夜間温度がいちじるしくさがり，

がこれらのあいだにはさまれている。 挽需や初霜の被害をうけ，全年の霜H数がおおい。

地質的には日本を東西に 2分ずるフォッサ・マグナが 以上により，ごくおおまかに，中部地方の立地条件を

糸魚川ちかくから南に松本，部訪，甲府3 富土宵を結ぶ えがいてみたが，なおくわしく閃子ごとに，立地条件を

線をはしり，この東側にそって冨土火山帯がある刷。 解析してみる。

中部山岳地帯の気候の特徴は98'，寒冷のうえ降水量が

1 山地の気候似〉

気氾と降ス?についての量的と質的にあらわした要素，

季節的な状態，あるいは水の収支などに関する20項11の

気候阿をかいて，これから山梨県の気侯を大局的にとら

えてみた。

森林立地学の研究におい今亡，支i侯の分野が後れている

のは山地の気候資料がすくないことが→凶と思われる。

ここ c;工、ド地で観測された結身ーから，山地の気候をどフ

Lて推定するかを検討した。

以 1:のことをもとにLて，またいままでの研究を参考

にして，山地気候についての区分をこころみた。

1) 気候の概況

20万骨の 1の地凶に山梨県在中心とした気象観測所の

位置をおと L，その各地における気象統計肢をももいて

等間線をえがいた。

気mWJのかきかた附により内挿法をももいたが，地

形の影響を考えてり修正はおこなわなかった。ただ単純

に名観測{直の統計値を比例配分して求めたもので，外挿

i11はもちいなかった。これは求める気候悶によって山梨

県の特徴を大局的 lことらえるという目的であったこと

と， J由形を考慮しての推定は，男Ijにくわしくおとなう計

画をたてていたからである。

各種の気象要素，あるいは総合不度を用いてみたのは

対象とした比較的せまい而積において，これら由要素，

あるいは指数によって地域差がしめされるか，あるいは

たがいに類似性をしめ「ものがあるかなどをしる目的で

あったが，ももろん林水のそだちとの照連性にもっとも

密援な気侯要素を見いだ Fことが，より根本自Jな呂町Jで

ある。

各気民凶につい&て地域たを検討してみるo

z 気温と降水

年平均気温.平均気温の等値練につい1は，まえにも

のべたように地形による修王がしてないので，高i旦の線

は信頼性があるが，保い温度の等[直線にはあまり意味が

ない。第4図からEJ土川と佳川にそって高温線が山梨県

lこ入りこんでいることがわかる。森林f直物帯は 13"Cに

よって，沼帯と暖，:t;.:にわけられるが，との限界温度線を

図 tにたどってみれば，中部01舟地方では暖帯林の分布

がいかに限らfもているカェヵ:はっきりする。

年較差:最段月と最烹月との平均気温の差をf年校先と

よぶが，それの等i直線をしめすと~~5 凶となる。

わが国で代表的な内陸盆地といわれる松本と甲府は，

年較兼が 25"Cにおよぶことがわかる。 なお甲府盆地の

北部と桂川!の中流域には周辺[亡くらべて，年較差の低い

部分のあるととが注11される。これとは逆iC，大月から

北上する葛野川およひ節吹111の左岸に年較差の高い部分

がある。

日較差:毎日の最高気混と最低気温の差を 1ヵ年に
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百~ 4[~ 年平均気回の分布

Fig. 4. Distribution of mean yεarly ait' 

第6図気温の平野j口較差の分布

Fig. 6. Distribution of mean diurnal range. 

temperature 

第5同気温O'I'均年較差の分布 第 7凶全年降ノk量の分布

Fig. 5. Distribution of mean annual range. 日g.7. Distribution of amount of precipitation 

ついて、l'均した値，すなわち日較売の等値線を第6図に しかし，ここではまえにあげた理由により，統計期間

しめす。年絞設とおなじく甲府盆地は 12"C と大きい。 あるいは地形を考慮せ Fに，内挿法lとより全年降水量の

ただ年較差とちがう点は気温の日変化の大きい地域が， 分布をえがいたのが第7同である。 般に全年降水量は

甲府盆地から寓土川ぞいに南下 Tることである。地域的 すくないが， 2，500mmにi主するととろもある。

傾向は年較差と似亡いる。 降水量の多少は，いろいろな地形の要素によフ 1左右

全年降水量:~.岸本量は，気候因子のなかでも年変動が されるが，山梨県については，海岸からの距離が大きく

もっともいちじるしいのr>，等雨量線をえがくばあい[と むひいていることがしめされている。赤石山地，富士山

統計年数をそろえるととが必要とされているω，" および道志LiJ地とにより，南東の季節風はさえぎられ，
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これらの地域に汗Jがおおくなる。したがって，年降水量

のFくない地域は，甲府盆地から釜恭川ぞい!と諏訪盆j也

へとつづくととになる。

降水量の年変化降水量の 1年中白変化をしるには，

全年降水量を千分率 Eあらわした降水率をもとめ，つぎ

に降ノ}く量が 1年中を通じて均等にふフfことしたばあいの

各月の雨量l亡対する比，すなわち降水比較平によるのが

もっとも台理的とされている刷。

各観測値についてこのi立を求めると付8表となるが，

とのうちで松本，甲府，静岡を凶示してみると第8閃の

ようになる。
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第 8図 松本，甲府，静岡の降水比絞率

Fig. 8. Relative pluviometcric coefficients at 

Matsumoto， Kδfu and Shizuoka 

各地とも冬に低く夏に高い点は共通している。降水量

の年変化の形は品、道式，熱帯式，季節風貯式，沼帯式，

i昆成式と 5大別されるが69)，とのなかでは季節風帯式に

はいることがうかがえる。すへて，季節風帯式の年変化

をじめすといっても，これら 3地の聞にはそれぞれ特色

がある。冬[とは北陸地方に降水量がおおいが，民ド側の

内陸地方や東海地方が Tくない。春になると南からの気

流lとより東海地方におおくの雨をふらせる。 4~5 月の

降水量の多少は林業 J:大ぎな問題である。

梅雨期の降水量も甲府は静凶にくらべるとすくない。

11 

夏からTλに，甲府と松本に雨がおおいのは，lb東季節風に

より多湿の気流が流れこみ，地形性の降「下1をふらせるの

と，雷にともなうにわか雨がこれに加わるためと考えら

れる。 11月にはいると，大!草気閣の支配下にはいり雨は

す〈なくなる。

降ノ~(日主k: 甲府盆地内，とくに東側がすくないことが

特国である。叩府盆地は士同でも， 11照時間がきわめて

おおく，全年で 2，300時間におよび，中国，近畿の多照

地域にも匹敵する。

第 9肉降水口数の分布

Fig. 9. Distribution of the number of rainy day 

第9 凶のなかで，最北部I~ 160日ライ γのあらわれて

いるのは，冬に多昨!な北陵地方の影響と考えられ，また

寓士川，早川l流域あるいは箱摂に密度の高い地点がある

のは， I[J間の観測地があるためと考えられる。

ii 季節ことの気温と降水量

夏と冬の気候:夏と冬との気温および降水量の分布を

みると第 10~I3 凶となる。

気温[とついては，冬の 20Cヲイシと夏の 24"Cライ γ

をたどることにより，盆地が夏にはきわめて両泡になる

ととカリコかる。

これは市日にはフユー←γ現象にもよるが，おもな原閣

はまえにも述べたように日射量がおおいので， )由形的な

影響 C過熱されるためであるとされている。1]'1白盆i也は

夏に平均気温が 26"Cをこす。夏に26"Cをこす地域は，

静岡県下でもあまりひろくはない。

つぎに降水量については冬，J';lとも県のl七回部にすく

なく，南部から東南部にはおおい傾向をしめしている。

これは全年降本量のばあいと，全〈おなじ傾向である。
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第 10凶 1~2 月気視の分布

Fig. 10. Distribution of temperature averaged 
Jan. and Feb.. 

第 11凶 1~2 月降水量の分布

Fig. 11. Distribution of precipitation totaled 
]an. and Feh.. 

つぎに冬の 1叩 llllUと，夏における 400mmラfンを

たどると，冬の等雨量線は}ff京と神奈川の県境から山梨

県を横ぎり，天竜}I[を北 lーしていることがわかる。これに

対して，夏の 400mmラインは長野と群馬の県境を南下

し山梨県に入り御製!l 1!~ で西に折れている。これは冬

と買における降水の原I"jを拘訪っているといえよう。す

なわち冬の降水量は止丙の季節風により，夏の降ノrk1it

笠

第 12図 7~8 月気iEの分布

Fig. 12. Distribution of temperature averaged 
July and Aug.・

はもっぱら市東の季節風によりもたらされるとみること

ができる。もちろん夏には台風などの影響による降水も

含まれているが，暖侯期の降水にくらべれば 7~8 月

の降水量は主として亨ζ節風によるといえよう。まえにも

述べたように甲府盆地内は梅雨期と台風間jの6月と 9月

に多雨期があり 7月と 8月はその谷にあたっている。

気迫と降水量とをあわせて考えたばあいに，気温では
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夏といわず冬も，高1且線が桂川!と富士川にそって県内l亡

号入していたが， ~年スf 量については，そのような傾向は

みられない。 fこだ冬の北西の季節風は八ガ岳から釜長川

にそって山梨県にはいり，雨をはこぶと考えられる。

生育期聞の気候林木の生育と気$むことに気温との

関係については一般に 5'Ct\_~の甘持続期間を生育期間と

見なされている。また北半球では 5~8 月の平均気沼は

生活温度といわれている。

5月から 8月にかけての平均気温を凶化すると第14図

のようになる。全年目平均気温あるいは 7~8月の気温

第 14凶 5~8月気温の分市

Fig. 14. Distribution of tei'nperature averaged 
from lvlay to Aug 

の分布図とほとんどおなじ傾向をしめ T。

全年の平均気温閃で 22'C ラインが 5~8 月の気温図

での 24'Cライ Yにあたる。暖帯と沼帯林とをわける年

平均気温13'Cは， 生育期間の温度が 20~21'C である

とeが図からわかる。おなじようにして，この限界温度

は冬の気温では20C， 夏の気泡では24'C内外であると

いうことができる。

5~8 月にふる降水量を図化すると，第四阿のように

なる。この図は夏の降71 量閃より全年の降水量凶I~類似

した分布をしている。全年の 2，500mmラインが生育

期間の 1，OOOmmラインに， 1，500 mmは600mmライン

lこ相当している。すなわち，全年降水量のほぼ40惜の降

水量が生育期間jにふるといえよう。

時期温度温度の季節的な変化のいもじるしいところ

では，生長と温度との解析には，明期温度と暗則沼度に

よるのがよいとされている1刷。ことに暗期温度は植物

第 15阿 5~8月降広量の分布

Fig. 15. Distributioll of precipitation totaled 
from may to Aug 

の生育季節，あるいは樹木限界との関係が』かく，月平均

の暗期温度が1.5'C以 Iーにならないと， 1-;古物は生育を開

始しないという山。暗期温度の地域的な特徴は最暖月と

最来月の陪期温度にあらわれ，それによって，そり他の

月の気候が推定 Eきるものとされている。

長暖月と最寒月の日吉期温度をiナ7，付10表にしめす。

暗期温度の年較差では長野県が 25'C， 山梨県は 24'C，

神奈川，静岡県が 22~23'C であることがわかる。北緯

38'では，海岸からの距離と指期温度の年較差とは比例

することが述べられているが， ζのととは山梨県を中心

にした気候にもあてはまりそうである。

年変動はこれらの最高値と最低悶を振幅とする典型的

なサイ γ カ←プ Cえがけるといわれている。

iii 気候総合示度

内陸度指数気伎の大隠性と海岸性とを比較する目安

とLて工夫されたものであるが80)，その根拠はつぎのと

おりである。

内陸性の気候では，気温の年変化は最寒月からの上封

および最暖月からのド降が海洋性気候にくらべて初期の

うちにいちじるしい。したがって，最寒月から最暖月に

いたる各月の相対気温の合計は内陣性のものが海洋性り

ものよりも大きくなり，最限月から最寒月への相対気温

の合言|は内陸性のものが海洋性のものより小さい。した

がって最寒月から最暖月の和，おなじ最暖月から長来月

の和を内陸性について求め，それぞれ1，l' ~二 L 海洋性で

求めたものを m，m'とすれば，つぎの関係がなりたつ
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第 16凶 内陸度指数の分布

Fig. 16. Distribution orindex of the continelト
ta1ity 

第 17肉 j四位相関度の分布

Fig. 17. Distribution of rank coefficient 

わIJである。

l>m， ['くm/ ，.， 1ー >~n
[' 111' 

ゆえに ζの値が大きいほど内陸的気候であるということ

ができる。この債を凶'"すると第16図のとおりである。

中部1[1舟地域の内陸度指数は1.40-1. 45 IC大部分が

はいるが.!Vr荷盆地は1.45ライ γでかこまれ，内感性の

きわめてつよいととがうかがわれる。

順位相関度気混と降水量の季節的な配分によって，

第 18閃雨量係数の分布

Fig. 18. Distribution of rain factor 

唱。

第 19凶乾燥指数の分布

Fig. 19. Distribution of aridity inde)ふ

表日本および裏日本型の気侯を定量的にとらえるために

求められたものである。 0.5-1.0のあいだを表日木型，

0.5-0.0のあいだが中間帯で，マイナスの数仰のところ

が裏日本型の気候であるとされている加。

rm位相関度を凶におとすと第17凶となるが，この地践

での最低は 0.8ライ Yであった。一般に東海f也氏が低い

値で，群馬，埼玉の内陸部は 0.95以上ときわめて相関

度がたかい。山梨県については富士川流域が他とくらべ

照位相関度のひくいととが注目された。また東部および
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北部にある関東山地と秩父山地とは一般に相関性が高い

もののようであった。

雨量係数・との係数が40から 160の値をとるところが

湿i同気候で， 160ι上は過湿潤気侯といわれる刷。湿潤

気伎のなかで， 100以下には褐色土が分布して低木休と

なり，それ以上のところは黒色土があり高木林にかわる

という。また過湿潤気候では組腐t~f士あるいは泥炭土が

分布するといわれている。

雨量係数を図化すると，第四阿のようになるが， 100 

以下と ζのろは群馬，長野県の内陸地域と，甲府盆地に

みられる。雨量係数の侭い地域は'1'府盆地のなかでは北

にかたよる。

欧米で求められた雨量係数と樹木あるい;土土壌の分布

との関係も，この地域では当てはまりそうもない。

乾燥指数: ζの等回線開(第19関〉もほぼ雨量係数と

似た傾向がある。雨量係数の 100のラインが乾燥指数の

60のライシと…致している。甲府盆地のなかでやや北部

に乾燥度のたかい地域があることがわかる。 lvTartonne

によれば叫，乾燥指数の201こ上り乾燥気候と布引間気侯が

わけられ， この指数が3日になると森林が出現しはじめる

といわれている。しかし，これもこの地域 Eは全く;mlll

しない ζ とで灼数の最低値が50であった。

暖かさの指数低沼地方の植物が生理的に活動をはじ

めるのは5'Cであることから，これ以上の温度を月ごと

に積算して暖かさの指数，あるいは温量指数とされてい

る41)0 森林院杓帯はこの指数でわけられ，暖ザi=l'i850Cで

温帯にうつり，iEl帯は45-55"Cで車謀部になるという。

L迄

第 20凶暖かさの指数の分布

Fig. 20. Distribution of warmth index 

ζの暖かさの指数を図化したのが第20図である。まえ

にもととわったよヲに，地形による修正はお乙なわれて

いない。したがって，沼帯と暖帯の境界線とされている

85"Cライ γはとの閃から求められないが， ただ大局的

な検討はこの凶によってできる。

甲府盆地内の高田域は寓士川の流域lてのびているが，

桂川流域のl直もきわめて高いζ とが注Hされる。

寒さの指数 10"C にi持たないところは照~HM林帯，

10"Cから 15'Cのあいだが暖帯搭葉樹林帯になるとされ

ている40>。図化すると第21図となるが，山梨県の 5'C

第21図案さの指数の分布

Fig. 21. Distribution of coldness index 

以下のところは相撲川!と怯川の流域にわずかにみらh"

5 -10'Cの範聞がきわめてひろい。

乾湿指数 ある土地の水の収支をしる目安に乾湿指数

が雨量係数や乾燥指数とともにももいられる。いずれも

降水量を気温でわるとし、う算出法にはかわりはないが，

乾湿指数は降水量と温度とも梢物にとって生理的に活性

な重だけをあっかうところがすぐれているようである。

すなわち温度に 5'C以!の積算損度，そして降水量には

有効降水量がももいられ，植物にとっては利!日できない

il!1剰な水は除かれている。

乾湿指数を同化してみると第2司垣のようになる。低い

とζろでは10の{直をしめ].， 111間部では20にもおよぶ。

東海地区が高く，内陸へむかうほど低い値となる傾向が

ある。甲府盆地は12ライ γでかとまle，周辺からみても

きわめて低い債をとる。 16以上の地域は県南部，富士山

ろくおよび多摩川の水源地lとみられる。
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第22凶乾湿指数の分布

Fig. 22. Distribution of humidity index 

P-E指数水収支についてよくももいられる係数

lこP-E指数がある。これは，毎月の降水量に対する蒸

発量の比を 1カ年積穿するものである。求めた数値を

同化してみると第 23図のようになる。 8から 14のmを

とるが，乾視指数と傾向はほぼおなじである。

第 23凶 P-E指数の分布

Fig. 28. Distribution of P-E index 

ひるがえっムて，雨量係数，乾燥指数，乾湿m数およひ

P-E指数をくらべるといずれも山梨県内における傾向線

は，きわめて煩似てしいることが認められる。杏閃から

おなじ線上にある値をひろうとつぎのとおりであるコ

雨量係数 乾間指数 乾ili!指数 P-E 指数

100 60 

140 80 

Iy ;:のほかの気候要素

11 

14 

10 

12 

気候の特性を正確にしるためには，なるへくおおくの

要素をみることが必要とされているが，あまりおおくの

要素をとるとかえコて複雑になるばかりで効果がすくな

い。普通は気温と降立および民が主要な要素としてえら

ばれ， I也の要素は，この中のどれかで代表しうるとされて

し、るお}。

また林水田生育，あるいは土壌の分布と民との関係が

涼いととはすでに報ぜられている問。冬には北西，夏は南

よりの貝が吹くが，甲府の剤、In]は凹季を;mじて北P4から

の民である。これは釜主主}I!が八カFf告の方へのび， このm
には赤石山地，北に;主役父山地があり， }，えの通路[となる

ためである。強風のおおいのは 1~4 月の間で，ことに

春さきにはつよい。これは日本海の低気圧によるものと

考えられる。

市東からの季節肢の影響は，言土山ろくにおいていち

じるしい。 般に甲府盆地内およひ佳川流域とも民は，

それ程つよいとは考えられないか， 111ぞいに吹く山谷尽

の影響のあることが，樹形あるいは土壌の断面にもあら

われている。富士山頂はつねにつよい附民にさらされて

いるが，甲府金地周辺の山も標高2，OOQm以 lは偏西成

のつよい影響がみとめられる。

このほかの気候要素としては，霜があげられる。内陵

地方では10月上旬から 5月中旬までときわめてながく，

北関東とともに降霜日数がおおい。

なお春さきの乾燥季節Jに混度がきわめて低くなること

も特徴である。 1円の最低が 12%に達することがあり，

4月と 5月が森林火災の危険度がもっとも高い。

まとめ

以上で山梨県とその周辺域における気肢をごく定性的

にみてきた。

持!イ、や土壌の分"(ri，あるいは林本のそだちと気象との

関係はあとに述べるとして，ここでは山梨県の気段条件

において地域売が相当にみとめられるとと，その地域差

は単l乙気泡あるいは降水量の絶対前だけではなく，その

年変化lともあらわれていることが指摘できる。しかし，

ζれらの地域差を客観的lこ)jtloるためには，とのような

方法では不|分で， )由形や標高などを加味したより綿密

な方法lとよらねばならぬことを知った。

この程度のせまい地域の気候について論ずるばあいは
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その土地の水の収支を知る目安としての雨量係数，乾燥 すくない。さいきんロボット観測器などが比較的fニヵ、ぃ

指数，乾湿指数.P-E指数はいずれも類似の等前線を 山頂にも設置されるようになったが，まだ十分な資料を

しめナことがわかった。また気温と降水量との季節的な うる段階にいたっていない。したがって山地の気象条件

配分をみるための順位相関度は，その数値にあまり差が は平地での観測!直から推定する以外にはない。もっとも

なく， ζのT曹の研究にももいるためには対象となる地域 ある碕の気象の要素は Phytometer訟によって，そこに

があまりにもせますぎるようであった。 ある植物の生態などから間接にしりうるとともあるが，

これは応!日的な価値をもっ方jよというべきである。
2) 山地気候の推定

さて気伝要素の推定方法であるが，さいきんになコて

気象の観測地は都市やその河辺部[とおおく，山地には 図式相関解析により，降水量や尽の推定がおこなわれる

第 1表 山 地 の 推 定気温表 ("C)

Tab!e 1. Estimated mean air temperature for the mountainous region. 
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ようになっ7こ山76)78)。

E 年平均気温

気温の推定には，標高による低減率と山容を考慮して

計算する方法制がとられていたが， j標票高だけでなく f待寺度

および山地の方位と傾斜度をとりλれた推定i法よ

斜面がうける日射量の筒単なI推i住4お;定註式が考案切附}されるよう
になつtたこo またごくさいきんに気象庁から，緯度と標高

および地域伎をとり入れた，月平均気温の推定法予発表

された曲。

山梨県を中心とした地域にお"、て，標高と地形凶子に

より，推定気温表をさきの山田氏の方法をもむいて計算

したのが第1表である山。

気温表のっくりかた:

t7:高が 100mますごとに気温は 0.56'Cさがるとし

て，付 1表にしめず山梨県内にある， 41の区内観測所の資

料から，おのおのの海面 1;における年平均気温を求め

た。この平均!直は 15.51"Cとなったが，危険率 5%の伝

和限界は士0.15"Cの範出にはいる。

山梨県はiヒ待 350 11'から 58'にわたるが， この待度

における海副温度は一律に 15.5'Cをももいても支障が

ないとニ革えら"た。

気温表はあまりあらくても役に立たないし，こまか過

吉ても複雑になるので， 標高は 200mから 2，C日mまで

を200mきざみに，山地の傾斜度は，平坦地と101互から

40度までを 10度きざみに，山地のむきは 8方位として

気温表を作成した。

この推定式は春分あるいはf人分のとき，斜面のうける

日射量と気温とは比例するという仮説[こもとづいたもの

である。

/'T' "rr.， H、ST~(T" -0. 56X'，':.，) 、 100ノ 5"

fこだL S=cosO cosα 土sinαcosssinO 

So =cosO 

T 求むる推定気i呂

T。: 海面温度 (15.5"Cをももいた〕

11: 標高

呂: 求める傾斜地の受光係数

5， 平坦地の受光係数

α: 傾斜角 (10，20， 30， 40つ
，8 南北から{需位角(たとえば南西は十450，

北西は 45') 

0・ 待度〔北緯35"40'をももいた〉

北待350 40'は計算lこももいた区内観測所の待度の平均

である。

気温表の検討

表から温度が I"Cちがうばあいを検討してみる。

標高は低減率を 0.56"Cとしたので 179mで1"Cの

ちがいがある。 標高による温度差はひくいところの方が

いちじるしい。傾斜度によっては1O~20" で 1'Cの差が

あるが，標高と方位でもがう。

第 2表緯度と推定気温("C) 

Table 2. Relation between estimated tempera 

ture and latitude 

IO 
34 16.2 14.5 

O. 5 !~: ~ 0.6 37 15.8 0.4 I4:U 
2Cコ

30 
34 17.7 O. 1 ~~. 7 0.4 :.~ 0.8 
37 17.6 12.3 7.0 

10 34 3.6 
O. 1 3.~ 0.1 2.~ 0.3 

37 3.5 3.1 2.6 
2200 

3C 
34 4.0 

0.1 2.9 0.2 1.7 0.2 
37 3.9 2.7 1.5 

南むきなら標高 40日mにおける 10'と2日。の傾斜度の

もヵ:いが 1'Cの温度差をしめす。西むきなら 1，300mの

10"と300， ~七むきだと 1 ， 500 mの平坦地と 10'の傾主+

でそれぞれ I'Cの温度がちがう。これらの標高より低

ければ温度差は 1'Cをうわまわり，高いととろでは 1'C 

よりもいさくなる。こ1もらのことをまとめてあらわすと

つぎのようになる。

(1) 標高がむくいほど傾斜や方位による温度差がいち

じるしい。

(2) おなじ標高では，傾斜度による温度差のもっとも

ちがう方位は北である。

(3) おなじ傾斜度では， 捺高による温度差のもっとも

いちじるしい方位は市であるむ

つぎに気温表が適用できる範囲を検討してみる。まず

問患になるのは待度であるが，この検討のため34"と37。

の推定気沼を求めてみると第2表のようになる。

緯度によっておこる温度差は標高のひくいと ζ ろほど

大きいが，針。と 37'のちがいは 1'Cを越えない。した

がって第 1表の気温からはctO.5"C白なかにすべてふく

まれるで

このため標高の口くい傾斜地に応用す一るときに 0.2~

0.4'Cの修正をすれば上いととになる。とれらのととか

らζの推定気温表は，中部地方をはじめ， 340から37'に

はいる関東，中国および近畿地方には適JIJしうるという

ζ2二ができる。
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百出3表 標高による月平均気温 ('C)の推定

Table 8. Estimated monthly mean temperature at市町iousaltitudes 

点 高 (m)11月 i2 月 l3 月 1 4 月 1 5 月 1 6 月 1 7 月 |8 月 1 9 月 11~ 司 11 )j下三月

車J 準 f邑

5
4
3
8
 

ζ
υ
q
U
1
1

ハU

月別の儒

ー共 通 1101ωI 151一三三:ニサ三o1リ1011:01O~GCl_1_竺
さきにあげた気象目下う〉らだされた月平均気温の推定法 待度および高度*との関係式を最〆j、二莱法により求め，

をももいて，ここで求めた第 1表を検討Lてみた。 キはじめ出岸距離も一因子とされたがあまり関係がた

この方法はいまある資料をもとにして，月別の気温と い白で除かれている。

第 24図推定気湿の分布

Fig. 24. Distribution of estimated air temperature. 
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ζの関係式からもとめた名観測所の値と実際問との差が

計算れさているが，この差を岡上にプロットして等偏差

繰凶がえがかれている。したがって求めようとする任意

点の気温は，そこの待度と標高および図上の依置とから

推定できることになる。

いま山梨県にて標高が200，600， 1，000および1，60日m

における年平均気温を推定してみて，さきに求めた推定

気温表とくらべてみることにした。ただし，山梨県の平均

緯度を北緯 35040' とL，等1高差繰悶から 0.5'Cの単位

で山梨県の平均をよみとった。こうして計算した結果は

第3支のとおりである。標高による偏差は，おなじ値と

されているので，各標高における全年の値と偏差の和と

から，年平均気温を求めて第 I表と対比すると，つぎの

とおりである。

標高 (m) 2凹 600 1000 1400 

第 1表からの問 14.4 12.1 9.9 7.7 

fí~ 3表からの伺 14.4 12.1 9.8 7.6 

ほぼ完全に一致してし、るとみることができる。

推定気温i司の作成:

求め，山梨県全域の平均降水量および地域的な降水量の

推定をおこなう。

第 4表おもな州l同形状

Table 4. Features of the main rivers in 
Yamanashi prefecture. 

河川i名市;I一面雨 1
m関"

塩)11

荒川

笛吹川

0

0

2

 

m
m
明

4

9

1

 

5.9 

3.7 

19.0 

17 

8 

35 

日目 1 24.6 1 113.5 1 4.6 19 

陸 111 I 58.9川 991.7I 16.8 I 29 

1) 土木部河川認の資料による。

2) int路商l積をi定路長でわり平均揺をもとめ，平均恒

を流路長でわって形状比をもとめた。

1豆満1凹Qm以下の地域の降水量・

こうしてもとめた推定気温表をもとにして，山梨県の 降水量の地域煮は，いろいろの因子に作用されるもの

推定気温凶を作成した。 5万分の lの地形凶をももい， と一考えられるが，凶をもちいた相関解析によれば，その

1辺が 2kmの)j眼をかけ，おのおののマスメのなかの 煩It;はつぎのようであるという。

標高，傾斜度および方位をよみとった。 1 高度 2 背後高度 3 谷方向， 4 最大傾斜

これらの値を標高は 100m，傾斜度は 5'，)j向は 8}j の方向， 5 露IH度， 6 分水嶺への勾配

位に括約して，マスメごとに気温を計算した。このはあ これらの要素のうち 10)高度と 5の露出度はその地点

い椋高と傾斜は補開法により中央値をもとめた。こうし ごとに決まるものであるが，他の因子はその地点が属す

てえられた気混を白岡に記入L， 1'1挿法によって等値繰 る流域の河川!の形状と関連のつよいI羽子と考えられた。

をむき， 20Cを単位にして凶化したのが第24凶である。 そζで山梨県ドのおもな河川についてその形状をしらベ

益金年降水量 てみた(第4表〉。形状比は古生用および花両行の急陵

山梨県内で降水量のはかられている観測所の探高につ な山地をえぐる早川!と荒川!とがきわめてもいさく，甲府

いてみると，そのほとんどが標高 1，OOOm以下である。 盆地を流れる笛吹川，およびJム大な富士山ろくを流域[三

区内と東京電力の観測所を加えた 70カ所のうち1，000m もつ住川は形状比の「白は大きい9

以上にあるのは清里，増吉，甲斐i色合，和凶の4カFIrに こうしてみると，どの河川の流域にあるかによって，

すぎない ((j"1表参照〉。 背後高度，谷)j向，分;)¥.嶺への勾配は，ある程度きまる

そこで降水量について也地的な解析をおこなうばあい ともいえるようである。また般に大気候的な降水量の

につぎの方法によることにした。 区分にはわが国の脊陵山脈がもちいられてもいる2，'j)問。

a. 標高が 1，日OOm以下の地域については，いまある とれらのことを併察して，山梨県の降水量を検討するば

資料を検討して，降7}、量の絶対値および降本の季節的な あいに，流域ごとの降水量を北絞してみるととにした。

配分を:考える。 山梨県のJ蹴区分はふつう寓土川，野削1.釜長)11，

b 標高が 1，000m ~)'J:のところの降水量につい亡は 笛吹川，多摩川，桂川，道志川lに7大別される(第25閃

既日の推定式をn:用L"客観性をもった推定降水量表を 参Hむ。付9表にある降水量の位をももいて，これらを

つくる。 流域別に平均した。降水量は年変動がきわめて大きく，

c 以上によってえられた資料をもとにして，山梨県 統計斗数のみじかいものは信頼できないとされている。

の降水量を標高および地域住をも加味して而積降水量を そとで山梨県にある94の全資料の値と，統計年数が10年
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第 25図椋高および流域のlズ分

Fig. 25. Div-ision of Yamanashi Prefecture with refe出 nceto the 

altitude and drainage basins 

第 5表流域別の平均降水量 (mm)

Table 5. Av-eraged yearly precipitation in each 

drainage basin of maill ri¥'ers. 

流按l全資 科 |統計年総O年以上

!京市瓦喜重l占数上竺割塁塁
富士川 151 1，71O! 21 

~f呂川 1 712，0091 9 

釜無JII: 191 1，3231 11 

笛吹川 211 1，318 1 9 

多摩川 21 1，697 1 4 

6 I 1，771 1 22 

3 1 2，119 1 6 

11 I 1，359 I 10 

11 I 1，3441 11 

2 I 1，697 I 4 

24112:l;:2i11:|;:;;!土
会県 I 941 1，6221 21 I 46 I 1硝 I20 

以上あるものに限った46の値とについて，平均怖と変動

係数をしめすと第5表のようになる。

全県の平均肢が全資科をももいたときは， 1，622mm， 

10カ年以ヒ!こかぎると 1，596mmとなった。 これは 10

カ年以下の資料が，区内観間『所以外の山!日i部でとられた

ものがおおいためである。こ白ことはもっとも資料点数

の差のある桂川流域の平均値で. 100mmの差となって

あらわれている。

このように統計期間のとりかたにより流域別の降水量

はちがってくるようなものの，その傾向性は変らないロ

降水量をおおい閣にならべるとつぎのようになる。

1道志川1，2 ~f l5川， 3桂川， 4多摩川，

5富士川， 6釜無JII，7筒吹川
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第6表流域別降水量の t検定 全資料

Table 6. Test of significance of the difference ¥vith reference to the amount of precipitation among 

drainage basins calculated with whole data 

tの市町Jι~"_./H''!.I 富士}I[
有意性一~ーJ

川 道志川

富 士川

野呂川 J二三
釜無}I[ 1 

笛~J: )11寸 *末ネ l 
多摩川 1 - 1 

F ハペつ可
道;c&; )11寸*い|

1
7ベ一
1
1

議長川|戸吹 111-1 三志}I[
不可 14. ~-;-T-- 0白

山 1示訂つ.74

|α37  1 

I 1 山

ネキ | キ*キ | 
キリ 「二7ト

三ゴー*1 

…
桂

4.57 I 3.05 

Eι二E
不え下

第7 表流域~Ij降水量の t 検定 10年以 I

Table 7. Test of signi日canceof the difference with reference to the amount of precipitation 
among drainage basins calculated with data over ten years 

五ご孟~主卜』空H雪出山Uリ円，}II 竺三竺担1旦II_I片宇型竺旦旦
ffiヱ一一一千一一』一一ム

F白_}_I[1_一一 1 J 土竺45リ) 13.29 

釜無!川11 1 本 J己;1……f一ネ I 一 | 仏Uω6ω O 

笛 以Uつi円j円1 *口川| キ口叶| 寸 i 

多摩川 1 - 1 ネ I * * 1 

両 1 - I *ー[一二-*1
道志}I[ 1 - 1 - 1 *日 l
わ主;
 

戸高1

多摩川!

0.24 

4.60 5.24 0.86 

4.34 6.06 

本*

4.38 I 15.26 I 

「ゴ三日 I 5.17 

仁二Eー : 
1 * 1 

x x 

流域による降水量の変動係数も統計期間によらず，流域 保大他が 9月にひとつあるばあいと， 6月/:9月に 2同

により一定の傾向がみられる。すなわち富士川と佳川が あらわれるところとがある。これを流波別にみるとつぎ

大きくて，筒吹川!と釜緑川のフレはちいさい。 のことが>，、える。

平均値の煮を t検定してみると第6表のようになる。 富士川および野呂川流域では 1年l亡2阿のi主大怖が

全資料をももいたときに 5詰の危険率で有意の差が ある。甲府余地内では年21"1の型がおおいが，筒吹}II，

みとめられないのは，釜無}IIと笛吹川，多摩川と住川， 釜話川i流域では 1回しかMミ大同のない型が圧倒的にお

多摩川と富士川とである。しかし統計年数を10カ年以上 おい。

にしぼると有意差のないものがふえてくる。 Tなわち， 宮土:山ろくでは情進をのぞいて年2回の型であるが，

富士川と野品川1，桂川と多摩川および道志川の相互聞で その他の佳川流域(道志川，多摩川をふくめて〕では年

ある(第7表)0 1同の型である。また共通している点としては 9月の

J;Uのことから，流域別の降水量にはそれぞれ特異性 持大値が最大同となることである。

があるもめの，いくつかのグループにまとめられること とれらのことは梅雨期の降雨は，宮土川およむ野呂川

がわかった。降水量の多少は k記のとおりであったが， 流域がおおく，笛吹川と釜長川の流域はすくないという

季節的な配分について検討してみよう。 ことができる。桂川流域も 般にはこの季節の雨はすく

降7J、比較率を示したft8表からうかがわれるように， ないが，富士山ろくだけは例外である。

山梨県内で:i，月別の変化をグラフにおとしたときに， 以上のことから，山梨県を降水現MHとよコて地域区分
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Yるぱあいには，つぎの3区分によるのが合理的色考え

られた。

I 富士川流成(野呂川iを含む〉

2， 笛吹，釜無川流域

3 侍川流域(多摩川，品志川を含む〉

山地における降水量

標高が 1，OOOm以上の降水量については推定をことろ

みた。降水量の推定式はいろいろと考案されているが，

大部分は標高との関係式がおおい"刷。

標高と降水量の関係は，一般に高くなるほど降水量も

ますが，ある高さ以1:1土減少するといわれゐ亡いる。この

最多雨4t;は山腹の傾斜の変尚点，あるいはζれより山頂

に近い部分ともいわれ，温帯では 1，400mから 1，500m

の標高にあるという。

わが国でも男体山， I妻名IIJ，三峯山および白髪山など

の森林観測所における 述白観測結果が報告され，また

兵庫県においては，次式のような1京高と直線的な関係が

ゴ〈められている5針。

Nh~1217+0， 261 h 

ただLNhは求める降水量ぜ hは標高である。

山梨県にある94の降水量の資料，こついて，文献にある

実験式のあてはめを試みてみたが，大部分は不合理な依

となり， とても適!Ilできるとは考えられなかった。ただ

E. lvlATHIASがフランスの1，453カ所の観測干占果から婦約

したという次式の首数Cに傾向性がみうけられた。

1 ， h 
Nh=chー (1~" ) 

2 '100 

Nh: )J-~、める降水量 (mm) h:標高 (m)c 常数

1¥.fATHIASはこの cに 0.9の債を与えている。

山梨県内の雨量資料をももいて，各観測所の降水量と

7可

J9:0， 

管

"'" 
2島

見。

6 言 否 奇C

第 26図標高正マシアス式の常数 (c)

Fig. 26. Relation of the canstant of MATIIIAS'S 

formula to the altitude 

23 

そこの{京高から逆に cを求め，標高との相関図をかいて

みると第26図となる。標高が 1，280mともっとも高い

清里の cの値が1.18と 番ちいさい。;i[!IC標高の低い

ととろの cの値は大きく， 253mの持沢は 6.06，220m 

の原は 8.09のi阜をとコている。 MAT田 ASが与えた 0.9

という航からみるといずれも cの値は大きい。

掠高と cの債の関係を直線式として求めるためにつ

ぎの 2式をたててみた。

10g c=a+b log A 

一たfだご L，cは i¥1、日[A口TH凹IA品s式の常数， Aは標高であり， a 

とa'は回帰常数， bとb'は1"1帰係数である。この 2式

によってしめされる相関図は第27図と第28凶である。

この凶から判断して n汀線的な関係は逆数式工り対数式

'2 
~+ ..".宇，:、、暗

- 区 内一一一一..r ~ +~ 十東京電刀
t + +. 

4・，'. 
4惨

+七守 '. 

叫.也4+『I ・I・

+ 

， 

目

標

話

の

6
 

2
 

対

誌

舘

23 

.， 
0 α5 "'よ2

常叡力打数包
15 ;g αョ

第 27[盟対数式によるときの1日間
Fig. 27. Correlation beれveenthe canstant alld 

logarithm of altitude. 

ワ5

3 

: ・.!1
" 。 .・" + 

・凡区京釘電内力 一一一
イ・ 十受

' 
. ， 

t-三~t
争

>< m 

.， 

4.5 

1.5 

。 3 6 q 12 15 
宅本 紘

第 28阿 逆数式によるときの1日開
Fig. 28. Correlation and reciprocal of altitude. 

備考 y軸は標高白}!!2数の1，000倍



24 E 森林 立地の解析

である第27図のJJが，はっきりし亡いることがわかる。

さらに第27同におとされる各点はどの流域に属 Fるかに

より記号をつけてみると，この庶続出帰の傾向は記号に

よってわけると，より‘層はっきりしていることがしめ

された。すなわち，この cという値はI草高と流域による

パラメーターと考えてよいようであコた。また第26閃か

らみて l¥fATHIASが与えた 0.9という値は，山梨県で

は1，50Qm前後の探両のときに，その数値になりそうな

ことも，この係数を用いての推定に魅力がもたれた。

以 kのことから 1，000111以上の地点における降水量に

ついては， MATBlAS式の cと1京高との関係式を流域ごと

に*めて，この関係式からi!i!に降水量を推定 Fる方法

をとることにしfこ。

流域のは牙はまえにのベた 3)(別によったが，それら

の流岐にふくまれる観測地の標高と cの対数について，

それらの相関係数をもとめてみた。 logcの慌の各流成

の平均fi1(，標準偏差の推定量および変動係数をしめすと

第 8表となる。

百'~ 8表 i定成別のマシアス式の'it;'数

Table 8. Constant of 1'lATHIAS'S formula in 

relation to the drainage basin. 

十点

流 域数

寓土 野品 14 

荒川|

桂，摩 24

全 県 1721之判

相関係数は名流域とも， 1弘の危険事で有窓といえる

ので，標高と cの対数慌のあいだにはs きわめて高度な

良相聞のつながりがあるといってよい。このつながりも

笛吹111，釜無川流域がもっともつ上く，なかでも笛吹川

流域だけの相関は完全にちかい(ー0.99)。 笹川流域は

ζれにつぐが，富士山ろく地域にある 10の観測所の怖

だけで相関係数をもとめると -0.41となり， このため

桂川流域の相間性がややよわまっている。富士山ろくを

|埠いた佳 111流域の値は 0.97となる。これにくらべて

富士川と野呂川流域の相関係数はひくく， Iog cの変動

係数もたかく，フレが大きいことがいちされている。

いずれにせよ相関関係がはっきりしていたので，つぎ

のl凶帰式を最小二乗法によって求めた。

log cl=2.930-0.87 log Al 富士川，野呂111流漏l(

log c2=2.8日3 札88log Al 笛吹川1，釜無川流域

log cs=2. 729-0. 81 log As 佳川，多摩川i流域

log c =2.926-0.90 log A 全県

この4式によって，標高が 6QOmから 2，OOOmまでの

流域]]1)の推定降水量を計算したのが第9表である。

第 9表山地の推定降水量表 (mm)

Table 9. Estimated precipitation f01" the 

mountainous region 

標高(m)I面目豆EI!11蕗11 I全県

600 1940 1350 1790 158C 

700 1970 1370 1840 1600 

8Cコ 2000 1380 1880 1620 

9Cコ 2020 1400 1910 162C 

1000 i 2040 1400 1940 1630 

1100 2050 1410 1960 1630 

1200 2060 1420 1990 1640 

13Cコ 2070 142C 2010 1640 

1400 2090 142C 203C 1640 

1500 2090 1420 2030 1640 

1600 2100 1420 2050 1630 

1700 2コ9コ 1420 2070 1620 

1800 2コヲコ 1400 2070 1620 

1900 208C 1400 2070 1610 

20Cコ 208C 138コ 2070 1600 

推定降水量表から気のつくことはつぎの点古ある。

a 降水量は標高によるもがいより地域によるもがい

の方カ大きくあらわれている。

b 標高のますにしたカい，降水量のふえる割合は佳

川1，多摩川の流域がもっとも大きく，笛吹111，釜無川の

流域がもっともちいさい。

c. 1，600mから 2，OOOmに標高がましてもl革本量は

かわらないか，むしろやや減る傾向がしめされた。

この推定表については未だなんらの実証的なうちづけ

はない。さいきλ無線ロボット雨量討が各所におかれる

ようになったので，いずれは亘実の値がえられることと

号、われる。山梨県には 1958年の春から)県下 4カ所の

11 JIこ設置された。そのうちで黒金山の資料は欠けている

月がおおくてIll'<、られない。またロポット雨量計の資料

は暖侯期に限られるが， 3カ所の山〔第 1凶参照〉での

2 IJ年の観測結果をしめすと第10表のとおりである。

山の観測地は，いずれも 1，500m前後の高いところで

あるが，最寄りの低い観測地の雨量よりも相当におおい

こと，流域でみると富士川流域にある御殿山がもっとも

おおく，桂川i荒波の大蔵沢山がこれにつぎ，釜無111流域
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第10表無線ロボット雨量i討による槻測値(mm)

Table 10. Amount of the precipitation obser-

ved by radio-telemeteorograph. 

7J王立「白-;正司戸高(m)I 1閥年f1即ド

ょん|…|凶| 附 l刷
富 飯沢 250 I 106C 

121|刷 lm|四釜緑川 880 I 799 I 938 

桂 590 I 1四2

ところがある。 したがってある地域にふる降水量，すな

わち面積降水量をさきの平均法相で求めるだけでは不

安である。そとでティーセγ(Thie田 en)法'"を用いて

みた。 ζれは観測所ではかられた降水量を，その観測所

で代表される範囲の而積でおもみをつけて凶積降水量を

求める方法である。その方法を具体的に述べると，地問

上で観測l'1fを阪にむすんで三角網をつくり，との二角形

の各辺の垂直二等分繰をひき，名観測所をかこも、多角形

をPつくる。その多角形の面積が，観測所の代表する範囲

ということになる。平均降水量はそこの降水量に面積を

かけたl直を加算C，全面積でわって求められる。

山梨県の降水量に，このティ セγ法を用いるばあい

の日向山がもっともすくないなどのように定性的な傾向 に，全壊にわたって，両的I~観測地点をむすぶことが

は推定哀のものと一致している。 疑問l乙思われた。その理由は，まえにみたように流域に

面積降水量の算定 より降水量がちがい，観測所の位置も大部分が標高

1，000m J;(下の標高のところについて，まえにのベた 1， DOOm以下にあるためである。そこで 20万分の 1の

ように流域ごとに，あるいは全県について平均降水量を 地形凶で標高 1，日30mのラインをひき，この標高以下に

算術平均で求めた。しかし第 1関と第2凶からもわかる ついてテ，-セシ法をももいた〔第29肉)。

ように観測所の分布も一様ではなく，街なと ζ ろと疎な このばあいも平均法とおなじく，降水量l乙闘して求め

第 29閃面積降水量の推定法

Fig. 29. Estimating method of areal amount of precititation 
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られた全部の資科と，統計苛数が 10年以上のばあいに

わけてもとめた。流域ごとに 1，OOOm以干の平均降本量

をしめすと第 11去のようになる。

第 11表ティ←セン;1;による流域別降水量

Table 11. Precipitation in each drainage basin 

calcu!ated by Thiessen's method 

河川名 l流域商積 I 全 員|降(竺水料山亘-72了-ll仁1品EiEi企Jzi|凶z降竺ポτ旦豆1) 
(ha) 点数

寓士)11 58，934 17 1897 7 1958 

野呂川 11，017 8 2009 4 2139 

釜主主川 47，648 23 1317 13 1339 

笛吹JlI 55，621 26 1303 14 1301 

多摩川 6，896 3 1632 2 1655 

怯 )11 66，745 28 1716 13 1683 

j萱士、)11 4，929 3 2210 2262 

下両支 fご'70n I----;-::-i一二コ コI~L:~ Iυ1，790 I 108 I 1612 I 54 I 1631 は合計 1 _V'，"'V 1 ovu 1 UU.  I ...... I 

注〉流域両債は保高 1，0コOm以ドの地域

全J1l，の点数が平均i1、よりおおくなっているが，おなじ

観出所の資料が 2流域にまたがってももいられること

があるためである。

求められた平均降水量についてみると，まず統計-4数

で10年以上lとかぎるか，士資料を川うるかによる差は

ほとんどないといってよい。すなわちもっとも差のひら

いたのは富士川!と野呂川流域であるが，これも 5%内外

である。

まえにもとめた，平均法の結果(第5表〉とくらべて目

立つことは，寓士)11;車械がふえた乙とである。平均法

では全資科をももいたlまあいが 1，710mm，10年以上に

統計斗数を限ると 1，771mmであったが，ティーセγ法

ではそれぞれ 1，897mmと1，958mmとなっている。す

なわちほぼ 10%あてテ fーセγ法で求めた降水量の方

がおおし、。とのほかの流域では大差はみられない。全県

の降水量が，テ(.セシ法では 1，610，，-，1，620mm であ

ることがしめされた。テ fーセ γ法の方が平均法より正

しい!直をしめ Yとされているので，全県の平均降水量は

1，620mmと考えてよかろう。

全資料をもちい平均法で求めた全県の債は 1，622mm

でほぼ上記の値とー殺するが，統計年数が10年以との資

料lこかぎると 1，596mmとややすくない。 ζのととは降

水量が気象要素白うちでも，地域的なフレがもっとも大

きいため，統計年数には不足があっ亡も，観測地点の数

のおおい方が，より正確な而積降水量をいちしたものと

考えられた。

ともあれティ←セン法によって， I干高 l，OOOm以下の

流域別の降水量がより正確に求められた。

っさに 20万分の 1の地形凶をももいて標高を 500m

ごとにきざみ，流域別に而積をはかり，その比率をもと

めた(第 12表〉。

1f02支流域，標高別の面積

Table 12. Area divided with reference to the 

drainage and altitude 

1. ĉ _̂1 500-I 1000-I.ĉ  ̂ J 
流域 I< 500mllÔÖÖ~~ I î5ÖÖ~~ 11500mく|合計

面積 (ha)

富士川 30503 29252 14872 3126 7753 

好呂)11 982 9C66 13621 25278 48947 

釜;ít，~川 15542 30279 23313 17864 86998 

筒吹川 28716 26394 25903 13175 94188 

多l草川 。 6208 10897 3483 20588 

佳 )11 15274 47697 38229 8753 109953 

道志川 。 5047 3126 。 8173 

合計 91017 153943 129961 71679 446600 

而積比率(号。〉

富士山11 6.831 6.551 3.331 0.701 17.41 

野j引1I I 0.22 I 2田 1 3.05 I 5.661 10.96 

釜無111 1 3.481 6.781 5.221 4.001 19.48 

笛吹川 1 6.431 5.911 5.801 2，951 21.09 

多摩川 I0.00 I 1.39 I 2，44 I 0.78 I 4，61 
桂川 1 3.421 10.681 8.561 1.961 24.62 

Jiì~ι)11 

合計

0.001 1.13 

20.38 i 34. 47 

第 13 表流域，標高~IJO)推定降スi 量

Table 13. Estimated precipitation divided with 

reference to the drainage and altitude 

流 域(く剛一L11位恒竺|土1
面積比率(%)

寓士川， ~f呂)1[

笛吹川，釜無)11

桂川，多摩川
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推定降水量 (mm)

富士川1，野呂JIlI 1914 I 2072 I 
笛吹川，釜無川 I13凹

桂川1，多摩)11 1739 

全県|山2
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との而積率をももいて，余資料によりテ f ーセ~?よで求 帯にわけることができるが，これを気候帯とよんでいる。

めた 1，OOOm以下の降水量および推定降水量表による との気候帯をさらに細かく，いろいろの特徴によって

1，OOOm以上の降司量をくみあわせることにより，全県 わけたlまあい，これらを気候地域とか気候広とよぶ問。

の平J!，)降水量が計算できる(第13表〕。このばあい1，000 気候地域はその形も不定のものであり，面積もさまざま

........1， 500mの降水量は標高 1，250mにおける推定降水量 であるが，小而読に細分するはあいには，密度のたかい

を， 1，500m以上は 1，750mの推定量をもちいた。 観測網が要求されている。

iii風 速 さて，この気候地践の区分あるいは分煩にあたって，

民は気候要素のなかでも取りあっかいがむずかしく 2つの方法がとられている。ひとつは原因lとよりわける

1地点の観郎値が代表できる面積は非常にせまくて地形 気候学的なK分 Eあり， f:也のひとつは，結果からわける

の影響が大きい。地形をパラメ←ターとした，図式相関 環3泊りな，または地理的な区分である。森林立地という

解析が風について試みられているが，雨量にζの方法を 背景をおいて，この気民地域をわけようとするばあいの

適用したばあいよりも，ずっとよく適合したという問。 方法としては，もちろん後者によることになる。つまり

地形因子としては，高度，起伏度，陸度，海岸度，開 flj種の分布，あるいは休木のそだちと，もっとも密接な

放度，走向の 6つであるが，これに適用地域区分が加え 関係にある気候要素をももいて民分するなら，その気侯

られている。 区分はただちに林業経営:c役立ちうるもりである。

この方法により 5月から 11月にかけての暖侯期に しかしながら，現在のととろではまだ樹箇ごとに，気

おける平均風速を推定レてみた。ただしこの方法では， 侯と林木のそだちに関 Fる法則性がもとめられてない。

標高 1，∞Om以上は践に山岳地とされているので，擦 むしろ，このような法則性を究めなくてはならない段階

高は 800mに統ーして計算してみた。 にあると考えられる。法則性をさがす方法として，つぎ

IPI荷盆地内と桂川の流JOが毎秒1.2111でもっともよわ の2つの考え方ができると思う。

かった。 ζれについでは釜無11同流域と八ガ岳山ろくが a 抹オのそだちがちがう地峡のIHIにおいて，どんな

1.5mとよわい。これらに対して，太平洋にちかく南北の 気伎のちがいがあるか。

走向をもっ富士川流域は2.5mとなり，開放度のたかい b 気肢がちがう地域において，林木はどんな生長を

富士山ろくは2‘8mと言i算される。 ζれとおなじ方法で しめすか。

再現期!日150年の最大風速について， 甲府盆地内をみる あとの見方にたっばあいは，前もって気候が頚以した

と，東南部にある御反山地が毎秒 23mであり，その他 いくつかの地域に分類しておく必要がある。いままでに

の方向にある山肢の 18mより風当りがつよい。 おこなわれている気侯区分は，世界あるいは日本を対象

両側に山地があるとき，その谷をふく卓越風向の伊!と にした大，中区分がおおく，と ζでとりあっかうような

して釜無川lがあげられる刷。八ガ岳山ろくと IP府主主地は ノト区分の例はナくない。ととに山地気候における小区分

南アルフ.スと秩父山地lこはさまれた釜無川により直線的 の研究は見あたらない。

にむすばれている。そのため叩府における冬の主な風向 まず，いままでにおこなわれた大，中区分を参照して，

の頻度は86%までが， N-NWであるといわれている。 山梨県白気候を浮きぼりしてみて，つぎに温度と降水に

円射により山腹があたためられるためにおとる谷広， ついての量または質的な検討により，地域区分をところ

とれと逆IC夜の冷却 Eおとる山肢の影響が，各河川の流 みてみたい。

域でみられるが，ことに両側の山が川にはりだした地形 i 気候区分における山梨県の位置

ではつよい影響をうけている。このζ とは山腹面の樹形 さいきん， R本の気伎をいろいろの均度から分類した

により"ヨ定される。この樹形のかたよりから，亜高山花ニ |坦集が刊行された問。それらは 50種lとおよぶが， ζの

での尽力の地域差はつぎのように観察された。すなわち うちで，日本町気候区分を特定の実!lJfI的からではなく

富士山，八ガ岳がもっともつよい偏西民の影響をうけ， 気候そのものにより分類を論じたものについて，山梨県

秩父山地がこれにつぎ，とれらにくらべて南プルプスは がどのような気候区として，取りあっかわれているか世

はるかによわいように思われる。 検討してみる。

福井氏の気候区分間[とよれば山梨県は Elaの甲信地区

3)気候地域の区分 lこはいる。この分類法はまず気温によって大区分をおと

地球との気候をおおきくみると，待度によって数条の ない，降水量とその年変化の型によって，中，小区分が
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おとなわれている。もちろん，小区分にあたっては気温

と降水量のほかの気候要素も，分類にあたっての参すに

されている。

まず大区分では 3大別されているが，年平均気 I旦は

20" C以下で，マイナスの月が 3カ月以トのところを，中

部日本とされている。乙れより寒いところが北日本であ

り，暖かい地方は市日本と呼lまれている。

本川iは海岸線の一部をのぞくと，ほとんどが中部日本

lこはいる。中部日本は中区分によってCからGの5地方

lとわけられ， Eが太平洋岸地方とよばれる。太平洋岸は

さらに三陸地方 (Ej)東海地方 (Ek)と東山地方 (Eり

などに9分類されているが，とれらは年降水量の季節的

配分!こ，分類の柴木がおかれている。すなわも，梅雨期

(6月)と台風期 (9月〕とに2回の短大をもち，との

中間に 7，8月の少雨の月をはさむが， 2回の医大値の

うも，西南地区は6月の)jがおおく，北京に進むにした

がってこの関係は逆になる。さらに東北地方までゆくと

2つの極大値はひとつの山となる。すなわち梅雨と台風

の影響が，西市地方にくらべればずっと弱くなる。

Eiの三陵地方と東山地方あるいは東海地方とは冬期

の平均気温が 0'Cでわけられる。 この線はまた降水量

の配布の区分線ともなる。すなわち， OOCから北は夏に

極大値がひとつ (9月〉しかないが，この線から南には

2つあらわれる。

東1I1地方と東海地方とは，二一陸性と海洋性との気候差

によってわけられている。これらのことから，山梨県は

分類上つぎの位置をしめることがわかる。

大区分 中区分 小担分 細区分

中部日本太平洋岸(E) 東111地方(El) '1'信地区(Eb)

Ebの気侯区についての特徴は，つぎのようにまとめ

られる。

東山地方のなかで，もっとも起伏がおおいため盆地が

あり，気伎の変化がいす〉じるしく:)S主的であるつそとで

との緯度 Cはもっとも気温の年較差が大きい。隣接して

いる北関東地方および浪飛地方にくらべて，夏と 1年中

の降水量がすくない。霜日数のおおいことも特徴にあげ

られている。

関口氏は気温の日較差，降水日数， !:1m!率，水収支の

4要素について，それらの年変化。型によって，日本の

気侯区をわけている。おおきくは 5つの気候域と 8つの

遷移地帯にわけられるが，さらに気候域のなかを年平均

気温，i且量指数，気温の年較差およひ降水量によって，

いくつかの気候区に小民分されている。

とれによると，山梨県は遷移地帯にあたる中部高地に

ほとんどはいるが，一部は太平洋岸気候域の東海地方に

属するととがしめされている。分郊にももいられた 4つ

の気m要素ごとに，中部高地と東海地方の特徴をあげて

みよう。気回の日較差を月ごとにしらべると，表日本の

東海地方は，冬の日較差が大きく 5~9 月はちいさい。

とれに対して裏日本は逆左なる。この裏円本型の地域が

長野県から釜無川ぞいに甲府盆地に入っている。

つぎに降水日数は，さきにも述べたように関東，中部

地方の表日木では4月から 10月，なかでも 6月と 9月

におおいことが特徴である。 ζれに対して裏日本型は，

10月から 2月にかけておおく，夏のあいだの降水日数

はすくない。降水口数の配分については東海地方はもち

ろんとして，中部高i也も表日本型にはいる。

日ft¥t半はきわめて対聞的で，表日本では冬がたかく，

夏にはすくない。山梨県が所属する 2地方は，いずれも

との表日本の裂にはいる。

降水量から蒸発散位をさしひいた仰についてみると，

わが国ではほとんどζの値は，各月ともプラスである。

したがって，水分は過剰ということになるが，関東から

中部地方にかけては， 9月の迫朝量がおおく，冬はすく

ない傾向がある。とれに対して，裏日本では冬にはきわ

めておおいが，冬から春夏にかけて次第に小さくなり，

7月から 8月にかけて極小値をしめし 8月からは急i乾

lこふえる傾向がある。中部高地と東海地方とはいずれも

前者の変化の型をしめす。

以上のように，この分類方法は気温，降水，天気の状

態および気伎の乾湿という，基本的な4つの要素によっ

ておとなわれている。その境界線のもとめかたも，とな

り同4;の桐関係数の信頼性によってきめられているの

で，乙こで求められた気候灰分も客観的なものといえる

わけである。 4項目による境界線が必ずしも今致しな1汁

ので遷移地帯がもとめられているわけであるが，山梨県

がとの遷移地帯のひとつである，中部高地という気候区

にはいるととは賀意すべきことと思う。

つぎに気候分類凶集にあげられていないが，民による

区分についてはつぎのことがいわれている。すなわち周

のもっともつよい月が，何月であるかによって，台風域

と季節風域とにわけることがある附}。この境は北緯 35"

を京国にはしる線となり， ~)北が季節風域にあたり，北

になるほど，この傾向がいもじるしいという。またこの 2

つに梅雨域を加えて 3大別されることもあるが，とれは

おもに，いまま Eに述べた降水量の季節的な配分と関係

がふかい。

季節風域 j山幸以北の裏日本地)j
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台風域 瀬戸内海，近畿以東の地域

梅雨域 九;r[']と凹国の南部

これよりみると，山梨県は台風域と季節風域との路線

ちかくにある ζ とがわかる。緯度からいえば 35'以北

なので季節艮域ということになるが，いわゆる季節風肢

は，北限以北の裏日本lこ対して名づけられているもので

ある。

以 tがいくつかの気侯区分法について，山梨県の所属

する気侯区をしらベた結果である。これによってわかる

ように，山梨県は，はっきりある気候区に属するという

ととではなく 2，3の特徴ある気候反の接触する地帯で

あるというととができる。すなわち，大局的にみれば，

太平洋岸気伎の影響をうけているということができるが

甲府盆地はきわめて大底的な気候である。また待度から

見ても 35'から 36'にあるので，季節風!こ支配されると

いうものの，台風にも影響される位置にある，というこ

と;i)tできる。

ii 山地気候の地域性

liJJlliの気候については，目下のところ推定によるほか

がないことを述べたが，この推定値の上l乙立って，気侯

区分をおこなうことはあやまりをiEしかねない。それ

に，森林立地という面からの気候区分であれば，まえの

節であげたような気候そのものり分類というととより，

森林立地として重要な気l主要素による区分の方か役にた

つわけである。

しかし，とのような気候困子もまだ的確に求められて

はいない。したがって，山地気伎の区分は山地における

観測資料がととのうのと，森林気象学の進歩によって，

林水と気候とのあいだの法則性がみいだされたときに，

はじめて完成することができるものと考える。

このような見地から，ここでは気侯の定量的なとりあ

っかいはせずに，地域によるもがいを定性的にのへてみ

たい。乙のばあい，気侯の推定法でみたように，降水量

の分布は不連続性があり，流域によってもがう主いえた

ので，地域伎を論ずるときには応こ白流域別におとな

うことにした。

富士川， ~f呂 111流域:

降水量はきわめておおく，その季節的な配分において

も，表日本型の特徴をしめしている。降水量はなかでも

山間部におおく，年間では6月と日月が怪大値となる。

{也の地域にくらへて，春から梅雨期にかけての降水量

がおおいということができる。気iB.は平均気温が 15'C 

をこすところが，富士川ぞいにみられるが，赤石山地に

はiJIi寒帯林もそうとうひろく分布している。気温の年変

化が海洋的で，校差がちいさいばかりでなく，甲府余地

内l亡くらへれば，季節のうつりかわりが混和である。

山地は南よりの風が卓娃レCいるが，富士川ぞいでは

山谷氏の影筈もみられる。

笛吹川，議無111流域:

この地域は，北海道や瀬戸内海の沿岸にE直立するほど

降水量がすくない。また，その季節的な配分でも特徴を

もち，他の地区が年2問のt&i大値をもつのに，この地域

は年1同の極大値をしめす。すなわち，山でかとまれて

いるために，梅雨や台風の影響がずっと弱められている

ことヵ:オコカ3る。

気温は絞差がよきく，内陸的な気伎の特徴をしめし，

霜日数がおおい。気温の日較差は冬l~小さく夏に大きく

なり，他の地読とは逆の傾向をUo-;，。水の収支をみる

と，甲府盆地のなかでは，関東111地よりに乾燥しやすい

地域がある。

民は一般にあまりつよくないが，八ガ岳地反では冬に

北西の季節風が卓越する。ことに釜無川ぞいは風当りが

つよい。

桂川1，多摩川流域

降水量はまえの 2地域の中間である。しかし，富士山

の山ろくは特別で，きわめて雨がおおい。年聞の降水量

の配分では 6月と日月にピーグがあるが，富士山ろく

は6月の怪大値が相対的に大きい。とれ工り，桂川流域

は全般的に，海洋性の閃子をおおくふくんでいるとみて

よい。ことに富士山ろくは海洋的である。

民は太平洋からの南西の民がおおいが，桂111，笹子川!

などの流域では谷風の影響がつよくみとめられる。

2 地 質と地形

林木の生育にとって支配的な環境凶子は，気侯と土壌 IU容は地質あるいは地史ときわめて法い関係にある。

があげられるが，土壌の生成~C，もっとも関係の占3かい 名山地ヒつい b亡，とれらの関係をはっきりさせなければ

のは地質と地形とである。とのはあいの地質は，地表lこ ならない。このためには，まず地形を鮮析して，とれを

もかい表層が問題になる。 定量的にあらわすことが大切であるロこの定量化が客観
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的になしうるものであれば，求められた数値について，

統計的な方法をももいることができるわけである。

ζ とでは山梨県の表層地質について検討を加え，地形

解析の結果から地形区のわけかた，およびそれら地形区

の特徴を述べてみる。

第30凶地質と地域によるF互分

Fig. 30. Classification of Yamanashi Prefecture with reference 
to the geological formation and its locality.， 

1) 山地の表層地質

i 地質と地域による区分

釜無川の上流にあり長野県と接する地域である。秩父

古生l再に属するとされ，駒ガ岳，鳳嵐山の花筒岩 (G，)

地質正地史とにより，沖積層と洪積層をのぞいた山地 によって，赤石山地からへだてられている。

を17区分した。との区分の日的は地形および土壌性 岩石はつよく tZl触変成され，硬砂岩，千枚岩，粘板岩

質などと，地域との関連性を検討することであり，地債 もみられるが，黒雲母片岩，石墨M':IT.ホルンフェルス

のわけかたとしては仮りの区分ともいうべきである。 ζ などに移化しているものがおおい。したがって，岩石は

のためにももいた地質図は， 1956年に治山協会から発 きわめて扱衝でおもく，風化Lたものは，普通の粘板岩

行されたものである。 ζの図の説明書出のはじめに地層 などよりも大礁の主うである。

名あるいは地層の年代には不明の点がおおいと，苦かれ p，赤石山地の古生層

ているように，地質図としての決定版とはいいがたいが， この地践のうち北部の白根山由ちかくを，秩父古生層

上記のようにあらい区分には，なんら支障がないと考え にいれる乙とには異論がないようであるが j宇部の地域

ιられた。 17地区のおもな岩石とその風化形式拙などに は中生代のものとみる人もいる問。

ついて述べると，つぎのとおりである。 地層の走向はフォツサ・マグナにmい N-Sあるいは

Pl:雨乞山地域の古生層 わずかに東へふれる。傾斜は Nまたは NWへ600
"，800

有量
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かたむいてし、る。

岩石はおもに粘板岩で硬砂t;と角岩と申立層をなして

いる。輝緑凝灰岩がわずかにみうけられるが，石灰岩は

ほとんどない。岩ゐは風化されて，角ばったパラス状の

ものとなりやすく，岩jJ!lや磁はすくない。

U11:斑山地域の中生層

中生代の自主紀のものとみられ，増寓居と呼ばれる。

砂岩，粕板Yf，頁岩などが互層をなl-，走向は E-W

方向lてもかいが，ふつう NWへふれる。傾斜は 6日 ~800

で北にかたむく。

この地域は八カ岳と茅ガ岳にちかく，火山灰がみとめ

られるところもあり，表層地質としては必ずしも中世照

ばかりとは言えない。

1112・関東山地の中生層

いわゆる小仏層の地域で，自主紀のものといわれてい

るヘ この地域の北部には，丹波川の流域にジュラ紀の

ものとされている小川内屠がふくまlLている。

NW-SEの走向をもち， 傾斜は古生層にくらへれば

ゆるく NEにかたむく。粘恒t1f，砂岩，頁岩が互層を

なすが，粘板Tf!こは千枚行化したものが相当におおいロ

小河内層は石灰岩の挟層もあり，またホルシブェルス，

片岩類の露頭もみられる。

ll1s:甲府主主地東部の中生用

U12 ~乙は花筒閃緑tiの貫入によりへだてられている。

tU2との某岩のちがいはあまりないが，変成された硬砂岩

やホルシブェルスがみられるこの地域は ffi，と流域が

もがうことおよび保高が口くいなどの地瑚的条刊のため

にわけた。

tI 筒形山地の第三紀層

中新世にできたいわゆる向J!ff層がほとんどであるが，

南部には，それ以後にできた静川層が五くまれている。

御坂層のうち，西部の古生層にj互いところは挑ノ本用，

富士川よりを櫛形山l曹と呼ぶ。

法石は砂}47や際岩もあるが，輝石安山岩，功岩，集塊

岩f，凝灰岩などの〉よく11J_0がおおい。走向はほぼS-N'C

西lこかたむく。 JIJT.白平坦而には，わFかながら大J[j灰の

1佐干責をみとめることがある。

"天了山地の第三紀層

天子山地を構成する御坂層は，丙λtt層と天'f-I[J脈層

とにわけられる。これらの地用の生成は，中新世の古期

あるいは中期とされているが，この後の;il山活動lとより

いくつかのノト地塊にわかれてし、る。そのため走向も 定

していない。

*古第三系ともいわれるロ

ti石は凝灰石，集塊Ff，凝灰質砂岩を主とL 頁岩，

除去をともなっている。また石英~~緑岩，閃1-1扮岩など

が服岩となっている。緩傾斜地では，火山灰がI享く堆積

していることがしばしばみられる。

t3: f，却反山地の第三把層

いわゆる御坂層と命名された地域で，安JlJ.!{号，功岩，

凝灰岩などの火成訂を主と l，頁岩，砂:t;， 臣告岩などの

堆積岩をふくんでいる。御坂J[jj也の成立は第二紀のはじ

め市新世の火1[1活動にはじまるという。その後，中新世

には海浸がすすんで，大山ω砕屑拘が海底にたまった。

中新世の中期におしったi畳J[j活動のために山地となった

が，浸食をうけて，ところによっては， J装成岩が地表に

あらわれた。第三紀も末の鮮'iI世に地穀の変動期がある

が， ζのときに，御坂I[j地はいくつかの地塊にわかれたも

のである。したがって， 定の走向はみられず，また富

士山をとりまいているので，火山灰をあっく堆積してい

る。

Gl: I雇用山のi話成むJii

山裂W~におけるもっとも古い花向むで，古第三紀[ζ貫

入したものとされている。岩石は1えのあらい角閃黒雲母

花開告である。このIi世践の市部にある花両府は， !<!状の

構造がはっきりしていない，流理状のものである。

G， 関東山地の1幸成{i煩

秩父山地から大菩涯にかけては，ノト仏層をつら向いて

ひろく花岡Ff，石英肉緑岩の分布がみられる。これらの

l:r~成行はたがいに淵変 Yるもので，はっきりした境界は

きめにくいとされている。また 説には花筒岩のあとに

石英閃緑岩が貫入したものともいわれる町。

関東山地の深成岩期は，分布している而積がひろいの

で，重川[とよりらとらにわけた。らは黒雲母花開岩

がおもであるが，南部;土石英閃緑1.fとなる。また局部町J

には中生屑もごくわずかにみられる。

G， 中府盆地東部の深成岩頭

おもなれ石は石英閃緑岩では品るが，岩石は 傑では

なく，花同閃緑岩，角関花岡E7，閃緑岩，花向岩などが

こまかく支錯してし必。

G4: ili志山地の深成計類

ih志111の I流域で御坂層をつらぬいて分布している。

右両はらとおなじく石英関緑岩と花開閃緑岩がおもな

ものである。

Al-3 :甲府盆地北部の噴出岩頭

関東山地は中生層と花商岩類とがよーf>f.:/:なるが，甲府

盆地の北部には安山岩質の噴出むが分布している。地理

的l主連続していないので 3区分した。これらのうもで，
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横尾山もかくの A，と， 甲府盆地の北部にある A.と

が，茅ガ岳周辺の A，より古いものである。

A，と A.は中心火口のない， いわゆる裂け目噴出に

よるものと考えられている。岩石は複埠-:[j安山岩および

角閃石英安山民などの噴出訂と，集塊岩や凝灰石などの

火山砕屑岩とからなっている02pヵー岳の11J頂部は，tIi積

石英安山岩}からなるが，ひろい山ろく部は火山砕屑岩と

その風化物でおおわれている。

んと A.には，普通輝石安山岩が脈岩としてととろ

どころにみらleる。

Y 八ガ岳火山地区

第三紀の末，あるいは第四紀lてなってから，八ガ岳は

Eきたといわれる。赤岳，横岳，硫黄面などをカルデテ

の外斡山とみるのと，楯状火山の噴火口とする見解とが

ある。岩石としては，集塊岩と凝灰誌とが互層をなして

いるが，いずれも安山岩質である。広大な裾野は東南に

ひろがり大J]J灰をあっくかぶる。後期になって噴出した

といわれる泥流は釜無)11ぞいにくだり，いわゆる七里岩

となっ与亡し、る。

F 富士火山地R

富士山は北西から南東x にかけて，噴火口のつらなる

楯状の火J]Iであったが，中央大円の噴火がっつき典型的

なコニーデとなフた。噴出物はきわめて流動性にとんだ

塩基性のもので，はじめ多量の基底熔おによって山体が

でき，その後は砂原と熔れがかわるがわる噴出して成層

したものと想像されている。富士1111こは!集塊官ぶ疑灰7t
がすくないのも特徴である。

山梨県lておける地質ごとの分布の傾向をしるために，

15万分の 1の地質問をももいて，而積率をもとめると

第 31PIのようになる。

第 31図堆積f'{と大成岩則的地質の分布

Fig. 31. Proportion of the bed rock in sedi-

mentary rock (left)and igneous rock 

(right) 

キ己目線上に宝ノijqJ r ，長尾山，大室山などの聞大山が

年らぶ。

堆積岩と火成岩とは 2: 1の割合で分布しているが，

堆積岩のなかでは第三紀居がひろく，火成岩l主深成岩腐

のおおいことがしめされた。

わが国の全面積についての地質の分布)7，とくらべると

第 14去のようになる。

!f} 14表地質別の而積率(%)

Table 14. Frequency of various geological 

formations 

TF可 I. W.....~ I ~..~-

古生層 I 10 I 18 

中 生層 I 14 I 8 

第三紀 1胃 I 31 I 2コ

第四紀層 I 12 I 19 

深成岩頭 I 15 I 日

噴出岩頭 I 18 I 2C 

合計 100 I 1∞ 
堆積岩と大成岩の分布比率はほとんどおなじであるが，

全国の平均にくらへて古生層，第四紀層および噴出岩頬

がすくなし中生層と第三紀層のおおい傾向がある。

山梨県の地質は. j佐積去と火成岩との分布が，全国の

分布傾向と似ており，さらに地史のうえからも，古生代

からの地質系統があり，森林立地学的な解析をおこなう

対象としては 1単フじとしての性質をそなえているとい

うことカγできる。

ii 火山灰の分布

林木がおもに摂をはるのは，地表から深さ 1mくらい

であり，このあいだにある層が，火山灰 Cあるはあいは

母岩より火山灰の!生質により生育が支配される。 J!eH之を

きめる競準にしている表キでも，母材料を般の岩wと

火山灰[乙2大別している。火山灰の分布をしることは，

森林立地学的な見地からみて欠くことができないο

山梨県の火山灰の分布については， まとまった資料も

見うけられないので，耕地でしらへられた不良火山性土

の分布101) と，筆者らが士tf~謁査のときの観察から，分

布のようすをとらえることにした。

耕地の資料は町村ごとに，生産力のひくい火山性土の

面積がもとめられている。そこで，この面積の全耕地に

対する比率を計算C.この比率により 3階級にわけた。

そのわけかたは 33%以ド， 34"，-，66 %， 67 %以上である

が，とのわけかたには別にHiJt1があるわけでなく便宜的

なものである(第32悶〕。

本!声栽樹種選定基準



2. 地質と j由形

田園巴巴図
厚 中 薄 i管Pグ羽零

第 32図 農地における火山灰の分布

Fig. 32. Distribution of the volcanic ash in farm land 

33 

つぎに観祭によるわけかたであるが，山地においては がしめされている。この層の存在は，林木のそだちにも

岳地のように，悉皆的lこしらべるととはできない。した 大きく影響するので，その分布についてふれておく。

がって定量的な表現はできないので，定性的なあらわし 富士山の蕊林土壌は，きわめて未熟であコて，屑位も

かたによった。すなわち，いままでの調査では認められ はっきり分化せず構造もあまり発J主していない。熔岩流

ないところ，山頂平坦商とか洪積台地などにはわずかに のととろを別に Tれば，ふつうの山腹では下層に陳層が

みられるが傾斜地lとはみとめられないところ，層として あり，そのうえに砂際のまざった士の層がある。磁居白

明瞭にみとめられると ζろの区分をした。 111地でわけた 上部が堅くなっていムて，ときには同結層lこまで発達して

3区分とまえの耕地でのK分とに関連性があるわけでは いる。山ろくの農地にも見うけられマサ土と呼ばれゐてい

ないが，とれらをもとにして概念的な分布をえがくと る。 28および29林班の謁査のときに，マサ土の分布を

第 33図のようになる。 あきらかにする目的 C.簡易試孔E士壌型をしらべると

iii 富土山の国語層 きに，つぎの項目もあわせてしらべてみた。

断面の形態をしめした1019表において，断面番号 泌さ 30cm における土性e豆密度

207， 210， 211， 213， 216， 218には国結居のあること Ao広?の厚さ
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-庄司仁コ
厚中薄

第 33凶大山氏の分布の推定

Fig. 83. Estimated disiribuiion of the volcanic 

ash 

林木の恨がおよぶ深さ

砂由主屑までの深さと醸の直f手

28林五1fでは日断商， 29林班では 27断面を掘ってしら

へたが，現地でしらベたffiJ枯を!~FcRしてみると，第15表

および第16表のようになる。

砂際層の性質についてみると，諜の大きさは，当然の

ことながら標高のたかいほど大きくなる。砂際層ま Eの

深さはf手高によってあまり差がないようで 40"，50cmが

おおく，もっとも深いときで 80cmである。林木の恨が

ほとんどζの層までしか分布しないととが，表からよみ

とることができる。

深さ 30cmにおける土壌の性質をみるとつぎのとおり

である。

土性は 1，700m以1ーはほとんどSであるが，とれ以下

のところではSLあるいはLのところもある。また泌さ

30cmにおいて，堅密度が堅，あるいは毘結という断面

の比率を求めたが， l，700m以下が回目， 1，700mから

1，900mが 54%，1，900m以 kは29弘であった。 した

がって，との標高の範凶では，間借屠は標高のむくい方

第 15表富士山の土壌性質 28林!If-

Table 15. Forest soil prope工tiesin relation to the altitude in l¥H. Fuji; Compartment No. 28 

…一日十一一一一九一一…

日
J

一一一一一一一
ι

一汁一日一三一一一一一代

日一回
JEU

f草 ゴニ
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問
、
ど
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BD 

BE 

1m 
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6 48 
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3.3 
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12.9 10 
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田
∞
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ロ
0

0
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38 

53 

45 
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2
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1
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35 
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第 16表富土山の土壌性質 29林班

Table 16. Forest soil properties in relation to the altitude in 1¥H. Fuji; Compartment No. '"'29. 

十票 土

壌
調

査

占

数
高

型

fZτi函司 k

t根在 i探軍
の
お

主え九九(θωC口ふI
瓦寸 28 3 

BB 4 34 3.3 100 75 24 5 13 

Bc 5 46 2.8 80 40 36 4 26 

1，700 BD 8 36 3.3 75 50 34 7 21 

BE 50 3.0 。 10コ 45 8 40 
1，900 

Pw 50 1.5 100 100 25 12 。
1草また21 19 

」竺三jBD， PW I 4 

39 3.1 

34 4.3 

がでやすいと，考えてよさそうであフた。

29林班の結果も， 28林f)Eと似た傾向をしめしたが，

これらの差をみるとつきのとおりである。 1，900m以下

のところで，磁の大きさが 28林組より大きい。砂採層

までの厚さもややうすい。 A層の厚さ，恨のおよぶ深さ

もややうすい傾向がある。

これらのことは， 28林肢が北西直にあり， 29林)i[上が西

両にあることに関係があると考えられた。噴火のときの

阿風の作用で，同むきの29.林班にはより粒のあらいもの

が積もったものと考えられる。ともあれ，団結居は1，700

111以下の方が，この標高からとのところより形成され

やすいこと，および西むきの斜而よりは北むきのところ

の方が，この居までの厚さがあついことなどが想定され

たロ

マサ士は富士111の静岡県担j'Cもむろく分布することが

認められている9針。その推定の分布面積は富士山ろくの

総雨積 75，日00haのうち 25%にもおよぶとされている。

マサ士の性質について;主，九丹!の南部に分布するコラ

と似て不透水性をもち，作物の当育泣きわめてわるく，

屑のj享さはふつう 30"，-，50cmで，ところによってはn土

の下に数mの厚さに分布していることもあるといわれて

いる。

2) 地形の解析

i 高度

地形解析の結果により，山梨県のヒプソグラフ曲線を

えがくと第34岡となる。

乙の曲線から，山梨県は標高 500~ 1， OOOmの面積が

78 

1可 つ
56 32 

100 25 25 

竹

ごち3

理

2ょ._;

A主

積率

第 34図 111梨県のヒフソグラフ曲線

Fig. 84. Hypsographic curve in Yamanashi 

Prefecture 

もっともおおく 36%あり， 1，500m以 kにも15%の凶

積があることなどがよみとれる。また 500rv 1， 000111の

面積のUろいことは，この標高の範囲に，山ろく両[とか

台地などの広い平坦面のあることを暗示している。なお

ζの図から，山梨県の平均高度を求めると11)，981 mと

なる。

地形解析の資料のなかで， 1辺が 2kmの方日Jlにおける

最高点のよみとりから，山地高度の頻度をグラフであら

わした。 1黄斡には100mきざみに最高点をとり，縦軸に

高さに十日当する最高点の数をとコたのが，第 35~ 37図

である。

ζの曲線に極大のところがあれば，その標高のところ

には比絞的たいらな面が存在(..，曲線が急角度のところ

には，斜面のあることを意味している。つぎに地質~Ijに

高度頻度曲線を検討してみるc
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第 35図高度頻度曲線堆積忠一

Fig. 85. Frequency of the altitude; sedimen・

tary rock 

p; 2，500" ，2，600， 2，100，，-，2，200， 1，600"-'1， 700mの

3段lとE2食面のあったことがいちされている。 2，OOOm

前後に平坦面のあるととは，早川U:i荒の地形鮮析の結果

においても報告されている制。

m; 1， 200~1， 3叩m に極大慌がみられる。この保高

指が，関東山地の侵食をうけるまえの原地形面とみてよ

(;. 
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tf; 36図高度頻度曲線火成岩
Fig. 36. Frequency of the altitude; 

igneous rock 

ととが共通しているようであコた。

火成岩の地質のところでは，つぎの傾向がみられる。

Gl ; 点数カトFくないのであまりはっきりしたととは

いえないが， 2，100，，-，2， 200mのt~火!査はとの地域をとり

かとむpと共通していた。

G2; 1，印0，，-，1，800mにはっきりした拓大値がみとめ

かろう。いずれにせよ標高 1，1日0，，-，1，400mの範囲が， られる。 2，2日日から 2，300111にかけ亡も，頻度のたかい 誉

それより低いところ，または高いところよりも111頂高度 乙とがわかる。

の分布のおおいととは疑いない。 G3; 1，400........1， 500mの類度がきわめてたかい。

tt; 原地形の平坦面はほぼI，OOOmのところにあった A2; 1，600'''' .. 1， 700mの頻度がたかく 1，400~1 ， 500 

と想定される。また 1，500，，-，1，800mの範囲にもあまり mの標高階にはいるものはなかった。

はっきりしないが，持AfI直がありそうである。 A3; A2と反対に 1，400~1， 500mの頻度がfこかく，

t2; tt にくらべると，曲線の波形がおびただし<， 曲線の傾向は A，の山がA.の谷にあたることが l，OOOm

地質の項で述べたごとく，小地塊にわかれているととが 以上でみられる。

みとめられる。 900~1， 000m に也大fJiがある。 とれらりことから， A2とG，との類似性がつよく， As 

匂; 曲線のかたちはむ にくらべて， より複雑であ はらあるいはmとの伺似性のあることがわかる。

る。 700"，800，900，，-，1，000， 1，200"-'1， 300mとに拓大 Y; 山ろくの平坦面が 900~1 ， 000m の!日jにもっとも

恒がみとめられる。 ひろいこと，高度のますにしたがって頻度のなくなると

第三紀層を通じてみたとき，もっとも明白なととはs とがわかる。 1，300~1， 400mの梧i値は八プf.J'{tがなだら

900~1 ， OOOmlこ極大値が共通してあるととである。この かな山足とはいえ，この標高でそのあゆみのおそいこと

ほかに， 1， 60urvl， 700m， 700rv800m~こも頻度のたかい がしめされているョ
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F; 1，000，，-，1， 300m iJ: 1，、わゆる山ろくの主体である

ことがわかる。図によって，富士山の山ろく商は八ガ岳

より 2日 O~300m tこかいととがしめされている。富士山

の曲線のでこぼとは，慣1火山によっておこるものと想像

される。

以上の乙とから山頂高度の分布lこは，地敢による特性

のあることがわかった。ζの地域性l土，地史との関係がふ

かいように忠われるが，主題からそれるのでここでは現

象の把握にとどめておく。

全県についても Jとめた高度頻度の曲線は，第37凶の

とおりである。

80 

印
度

奴
qtj 

却

η 
ブt，~o

第 37図高度頻度曲線 全県

Fig. 37. Frequency of the altitude; whole 
prefecture. 

7日0~8曲， 900~1， 000， 1， 100~1， 300， 1， 4oo~1，印0，

1，600.......，1，70日mの5つのどーグが百立っている。とれら

のピーグはそれぞれまえに検討した名地域の特性の加算

さl1Jこものと4弘らiもる。

70Q"，800mはml，t.sおよび A，でみとめられたもので

あり，とれら山地の山ろく階および茅ガ岳の火山山ろく

にあたっている。

900~1， OOOmは tにおいてことに明白にみとめられた

j豆地形荷 Cあった。さらにこの標高は八ガ岳の山ろく面

にもあたっている。

1， 100~1 ， 300mのピ←グは，富土[[Jろくの標高がこの

範聞におおいというものの，もっともむびいているのは

mである。 mの頻度のたかいのは1，200~1， 3日Omの間で

ある。

1，岨0.......1，500mに、ド坦面がみとめられたのは， A3. 

G，およ口、 m である。すなわち甲府金地の北東部と関東

山地である。

1， 600~1 ， 7凹mのビーグは pl， G2.およびA，でみと

められたものである。このようにピ←グを形づくる成悶

には，地形の輪砲における山ろく階と，火山の山ろく部

などがあるが，大局的に地形による地域差をみるために

は， [11[1自高度の頻度をしらべるのも，有力な干法といえ

るようである。

L[J頂高度の頻度による解析から質的な地域差がしらべ

られたが，つぎに平均高度の地域差を検討してみる。 1

辺が 2kmの方眼で最高点と最低点を求め，これらの低

から平均高度を計算した。との高度について，まえにわ

けた 17地区ごとの平均をもとめ， 低いものから高いも

のへと照に， 95%の信頼反聞をそえて図示したのが第38

凶である。

t， -η" 

もs

ーもs-A 

官、

一A， -F -丹

500 1000 1500 2000 

第38図地域>>11の平均とフレ 高度(m)
日g.38. lvlean and devlation in each geological 

region; altitude. 

これによればp，Gの分布する高度はたかく，これら

にくらへて tの標高がひくいこと， Aはtにくらべて

高度のフレが大きいことなどがわかる。

これら 17地医の平均値のあいだの差を t検定すると

第 17去のようになる。との表から 5%の危険率で有窓

な差がみとめられないものを，たがいにまとめてみると

つぎの7底分となる。

1. 12， 2. m3， 3. ta， 4. tl. 5. A3， A2. m2.， 

Ga， G4， Y， ll11， At， F， 6. pl， Gz， 7. p2.， Gl 

標高 100mごとに区切って，おのおののマスメの平均

高度を図示すると付I図となる。

註傾斜度

方限法によりもとめた最高点と最低点をむすぷ線は，

その土地の方位をしめすものと考えられる。この)jI'立に

ついて，さきにわけた17地反ごとに頻度をしめすと，

第 18表のようになり， またとれを比率でもとめたのが
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第 17表高度の t検定結果

Table 17. Test of significance of regional difference in the altitude 
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第四表である。 第三紀層である。天子山地，御坂山地では隣接した4つ

まず山梨県全体として，どの方位の斜面iがおおいかを りマスメが，おなじ方向をさすことはない。

みると，つぎのようになる。ただし，北にはN"¥V，N. 関東山地において，小仏層の地帯は，京西方向の矢印

NEの3方位がふくまれ， 束はNE，E， SE，の計と がおなじばあいがおおい。 ζれは小仏層が，ほぼ東西の

いうふうに計算されている。 走向をもつことに関係があるものと考える。

北 39，東 45，市 43，西:33 つぎに，傾斜度を方限法、lてよってもとめたが，傾斜度

乙れより山地の傾斜する方位はほぼ均等にあらわれる は局所的にきわめてフレが大きいので 1辺が lkmの

ようなものの， NとWにくらべて sとEの方位がやや 方眼により，その突点において半径250mの円をえがい

おおいととがわかる。地域ごとの傾斜白方位をはっきり て，そのなかの等高線の数から，傾斜度を計算した。

させるために，方眼ごとに矢印でしめすと付2凶のよ との数は全県でえ524であったが，とれらを基岩別に

うになる。 表示すると第20哀のとおりである。

きまった方向に矢印がそろっている地域と，そのむき 堆積岩のところが，火成岩のととろにくらべて傾斜は

が，ばらばらの地域とにわけるととができる。八ガ岳は 急で，ことに古生層の地域は35。をこす。火成岩のなか

南東tc.富士山は北京と北西とに矢印はそろっている。 では花iM岩などの深成岩類がほぼ30。をしめL 中生屑

また甲府盆地のなかは， i南東と北西との矢印が目立って あるいは第三紀尾とかわらない。

おおい。これに対して，傾向がはっきり Lていないのは 平均高度でももいたのとおなじ方法で 17地域の平均

毛
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第 18表傾斜方向の出現頻度

Table 18. Frequency of the slope exposure 
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Table 19. Percentages of the slope exposure 
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傾斜度について，平均値と 95%の信頼区間をしめすと

首~20 表地質と地域}jljの傾斜度

Table 20‘ l¥ilean inc1ination "¥vith reference to 

the geological regions. 

r!-i五1 36 

計 測 数 度ヰふ不
沼
山
河

北
レ
(平

33 38 

422 

斑 山 39 24 

中生屠 関東山地 437 31 

1小倉¥1]，中i1t森 6C 26 

f筒形山地 467 31 

第三紀層 天子山地 340 31 

向坂山地 432 27 

駒ガ岳 109 35 

秩父山地 340 29 
花開岩 大菩薩嶺 125 27 

石割111.菰釣山 32 24 

下 電尾山 31 23 

安山岩 茅ガ岳 12!:: 20 

帯那山 83 23 

187 

257 

15 

9 

F 

/0 o ~ u ~ g w 

第 39凶地域別の平均とフレ 傾斜度一

Fig‘ 39. l¥'lean and deviation in each geologト

cal region; inclination. 

第 41図のとおりである。11ls，G4， 1111， P 1， Glなと

はマスメの主Iが 40~60 とすくないこともあってE フレ

が大きい。とれらをのぞくと，傾斜度は地域によりある

傾向性をもつことがわかる。

17地区ごとの平均値の差を t検定すると， 第 21表の

ようになる。との表から 5%の危険率で売のみとめられ

ないものを互いにまとめ，傾斜度のすくない原[とあげる

とつぎの 9区分になる。

1. F， 2. Y， 3. A2， 4. A3， ll1a， Al. 

Gむ11l1， t 3， 5. Gs， 6. Gz， 7. t 2， t 1， 

8. m2， Pl， Gl， 9. pz 

さきに述べたように，堆積れのと ζろの方が傾斜は急で

あるが，古生層，関東山地の中生層および，御坂山地の

第三紀層とのあいだには，傾斜度において，あきらかに

差のある乙とがわかる。第三紀屑のなか Eは，富士川の

両岸のあいだには差がみとめられないが，とれらにくら

べると， t.の御坂山地はずっと傾斜がゆるい。火成岩の

なかでは，ひろい山ろくをもっ富士山，八ガ岳宇ガ岳

の地域が，ことに緩斜地であることがしめされている。

傾斜度を 5。で括約して. 1mが 2kmのマスメどと

に図示すると付3図のようになる。

出起伏量

1辺が 2kmの方眼内における最高点と最低点の高度

の差を起fk量とした。との起伏量について高度，傾斜度

とおなじように平均値と信頼区間を図示すると第40図

となり，平均値の差を t検定した結果が第22表のよう

になる。

5%の危険率で差の認められないものをまとめると，

つぎの 8グル←フになる。

1. Y， F， 2. A 1， Gz， A2， 1111， l1l3， Aa， G~. 

t 3， 3， Gs， 4. t 2， 5. mz， 6. t 1， 7 

pl， GJ， 8. pz 

起伏量は八ガ岳と寓土山がもっともちいさく， 300m

に足らず，古生層がもっとも大きく 1，000mにおよぶ。

このほかの地域の起伏量を大別すると 600m内外のもの

が中生l百，第三紀屑および深成岩類ぜあり， 450 111内外

のものが噴IH岩の地域であるといえる。まえの傾斜度と

の関係において 2，3のととを指摘しておこう。

YとFはほかの地践とくらべると，いずれも傾斜度と

起伏量がもっともちいさく，火山地域の特徴をしめす。

起伏量はほぼおなじであるか，むしろYの方がややすく

ないのに，傾斜度はYの方が急である。とれはYとFの

地lt'によると考えられる。すなわち， Yの方がFにくら

べて噴火がふるく，浸食作用をながくうけたため地表
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茸~21 表傾斜度の t 検定詰果

Table 21. Test of significance of regional diff町田lcein the inclination 
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がより1ll.封主になっているのであろう。

とれらと反対に，傾斜および起伏がいちじるしいのは

赤石山地の Pl，pz， Glとであり，ほかの地域からは

卓抜している。

さらに地峡ごとの比較をしてみると，相対的に起伏が

すくなく傾斜が急なところと，逆に，傾斜のわりに起伏

のおおきい地域などを指治することができる。第39肉と

第40凶とにより， つぎのととがいえそうである。

Gz 1ま傾討が急で起伏がすくない。 ζの傾向は A，と

G，でもいえることである。すなわち関東JJJ地は傾斜の

わりに起伏がすくない。 ζの傾斜が急で起伏のすくない

ということは，谷密度のたかいことを意味しているもの

で，ノj、さなジワカミおおいととになる。

t1とTIl，をくらべてみると，起伏量はTIl，の方が"

よりおおきいが，傾斜は逆に t1の方が急である。 これ

はt1にくらべてTIl，の方が開析がすすんでいることを

あらわしている。 'mも関東山地にあることを考えると

山梨県では，もっとも開併のすすんだI[Jl也とみることが
できる。起fk量について100mごとの抗f;'')でマスメごと
に凶71てすると付4凶となる。
起伏量は地形の悶祈の度合をしめす重要な指標である

が，山頂の高度とこの起伏量とから，開祈度をあらわす
ことカヤE きるとし、ぅ ~SJ 。

この方法によって，地質別に閃化 Tると第 41~51 図

のようになる。
まずpの起伏量は標高によらず800mから1，200m ~と

および，きわめて);:_きいこと泊三 k凶iこしめさ)，eている。

ζれはもともと起伏のある地表面が，地fiE運動をうけた

とも考えられるが，谷はi主くえぐられ満壮年期目様相を

呈している。

p1 C白丸〕はp，c黒丸〕にくらべ点が左下にあつま

り関析はよりす Fんでいる(第41[司〉。

mj主岨0TI1から田口m の起伏量を[..11)'，が. PJ亡くら

へて点のちらばりは，右がたかく左にひベい傾向がみら

れる〔第42図〕。
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さきにmは1，200mから1，3∞mの標高l乙平坦面のある

ことを述べたが，図でも ζのi票高より低いところの点は

左上方にかたまり，満壮年期にあることをしめナ。こ払

に対して l， 500m 以上のところは，起伏量の 7凹m~

8日Omの横付にそって点がもらばり，まだあまり開析を

うけていないことをあらオフしている。

t，と t，の第43凶において，黒丸は t，を卜宇は t2を

しめすが，いずれの点も上方にあつまっている。乙とに
...1e. 

G， 標高 l，200m以ドでは，谷底の高度が4凹m以下に点が 〈

一b一-d 切2

t， 
p， 

G， 

二L
卸o 4iJ() 600 800 ](叩m

第40岡地域)JIJの平均とフレ 起伏量一

Fig. 40‘1¥-Iean and deviation in each geologト

cal region; relief energy 

おおい。観察によっても，山肢は下降斜面がおおいので

活壮年目!の山地といえる。

これらとくらべて第48凶白(，の点は，ひろい範聞に

ちらばっている。山肢は Lh~斜面がおおい点を考えると，

早壮年期にはいる111I也とみることができる。

G，は点数が Tくなくてはっきりしないが， 全般的に

侃はちらばるようである(茸H5関〉。

Gll1ζついては1，6ωmから1，800mの問に山頂平限

面のあるととはさきに述べたとおりである。

百}22表起伏呈の t検定結果

Table 2.2， Test of significance of rεgional difference in the relief energy 
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!1~46 凶にもこの ζ とは明内にあらわれ， この椋高の

上下で点は 2つのグループにわけられる。 ζれらの点の

もらばりかたと，斜面形のおおくは 1--昇斜出であること

から開析のステ←ジは早壮斗期にあたるとみられる。

[11頂平坦而の存在は平~I年山地の特徴とされている町。

G， は般に低い標高ではあっても， 開析はすすんで

いることが，第47凶からうかがわれる。

A，は名点がひとつの直線上にのるような傾向がみら

れる。宗ガ岳，l!A富士などの火山をふくむ地域なので，

標高のたかいところでは起伏が大きく，ひくいところは

山ろくとなり起伏がナくないため，点は直線的になった

ものと考える。

A，はA21こくらべては開祈がおくれている(第49図〕。

YはA，Iこくらべて， より直線的に点がならぷ。
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そのtn:線とはつぎの 3点をとおるも白である。

標高 2，∞o 1，5田 1，∞Om

起伏量 印o 350 200m 

火山活動によってできた，新しい地表面がひろく残り，

谷の占める面積もせまいので，幼年期の山地にはいる。

FはYよりさらに規則正しく町線とに点があっまって

いて，コニーデ火山の特徴を表している。 1，500m以下

の低山帯では，点がやや上方にあつまり，起伏のわりに

谷底の高度がひくい。すなわち，低山帯の方からさきに

開析されている ζ とがしめされている。

3)山地の地域区分

林木の環境因子のうちで，気候， 1世質および地形は，

木氷的のものであり，まず人力によって斐えられる性質

白ものではない。この点に関しては体野の土撲もおなじ

ように考えるととができる。

ここで問題としたいのは，下1c木のそだちということに

視点をしぼり，ある山地を環境因子ごとに地成区分した

ばあい，土壌型の単位面積がほかの因子とくらへて，き

わめてせまいということである。もちろん，地形IEI子も

きわめて局地性にとむものではあるが，山地のあいだの

共通性や類似性をもとにして，まとめることのできるこ

とは既述のとおりである。この点，林木の~t育と見合う

土壌の単位は土壌型であり，この上の褐色森林土などと

いう反分では意味がなくなる。

とのように，森林立地のI旦子のなかで，均性が保障さ

れる単位面積が，土壌はほかの 3因子l亡くらべると，せ

まいと考えることができる。そこでまず土壌をのぞいた

3因子をもちいて，地JIZのK1i-をところみた。このl三分

にあたっては，資料がもっとも信頼できる地形を中心と

した。すなわち，気侯はまえにも述べたように，山地の

資料がほとんどなく推定によらざるをえないのが現状で

あり，山間部の地質ーも，今後の剥査がまたれるところが

おおいからである。地形についても空中寺真の利用など

によって，今後ますます椅度は高まるにしても，現在の

5万分の 1の地形図をもとにしての貯祈により， 十分に

目的がとげられると考えた。

まず，山地の成立について考案して，現在の山容との

む)びつきを考えてみよう。つぎに地形を解析してえた

資料をもとにして111I也の区分をおこない，最後に，こう

して求められた地灰において，他の環境困子との関連に

ついて述ベてみる。

i 地史，地質と山容

山梨県の山地は 5大別されるが， 7山地にわけられる。

関東山l也靖石山地が大きなものであり，また火山と

しての八ガ面1:富士山がある。

ζのほかは，その山地にある代表的な山の名前でよば

れている。すなわち，間I反山地，天子山地， j筒形山地で

ある。これらの山地は，おのおの独自の山容をしめす。

山容が台風の進路，あるいは降水量などに大きく影窪を

およぼすことが封lられているm。では， IIJ腎がどのよう

にして，例性的なものになるかを考えてみる。

まず間的な伊jとしては， llJ塊と弧立準があげられる。

赤石山地i:J:山塊の iliilであり，冨ナ山は弧立案の好例で

ある。このように，地質が堆積岩と火山とわかれるよう

なばあいは，山容も，きわだってもがうのは主然である

が，もっと差のすくないばあいを考えてみよう。

さきに表層地質の説明のときに述べたように，地史の

ちが"、によっ亡山容のちがうことがいえる。これは山空宇

をきめる』的要ffjとみてよいとR;う。これに対して内的

な要肉としては，その山体をつくる基岩の性質が問題に

なると考える。すなわち3 その某岩が風化作用に対して

どのような性向をしめずかというととである。つまり，

現在の山容がどうしてぜきたかは，内的と外的な成因に

由来しているということができる。

7 jlJl也の山容とそれらの地史，地質との関係はつぎの

とおりである。

赤石Lll地

東禄はフォッサ・マグナにより，西将'/;t中央構造線に

よって，ほかとへだてられる赤石山地は2 大きな地塁と

みることができる。ただ南には断層がなく，次第に依く

なっている。 3，OOOmをこす山が 10出をかぞえるとの

山地は， 日本の屋mともいわれているが， ζ こをえぐる

早)11，野呂川の i~J床はきわめて低い位置にあり，傾斜が

急で起伏のおおきい，雄大な山容となっている。

この山地は全体的にみたら壮年期にあるといえるが，

IIJT貞には準平原の遺物がみられ，二重恰担の地形という

ことができる。 111体を構成する岩石は粘板岩，千枚Ft，

硬砂岩などのいわゆる秩父古生層と，とくー部に花開岩

がある。堆積岩の風化の過程は， Ft塊や大臣裂はすくなく

パラス状のものがおおい。 i，雨[と凝!割谷がよくみられる

のは，この朕化i王式が関係していると考える。

なお3，OOOm殺のIIJのおおくは，頂ともかくだけが，

輝緑凝灰岩になっている。とれはまえに述へたように，

地質が山容に関係しているひとつの例といえる。しか

し雄大な山容ができたのは，もっぱらこの山地の地史か

ら説明できる。つまり，早川は市北の走向!とそって流れ

る必従谷であり，下方浸食がはげしく，一方地殻の隆起
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がすさまじかったので，大きな起伏の急峻な山地ができ の原形はひどくくずされている。なお，釜無川にそった

たものと考えられる。 関東山地の西部は，入カF岳の火山灰があっくかぶさって

地層は南北の層向をもっているが，傾斜は自にかたむ いる。

く。そのため，大局的にみると東むきの斜面は日間層面で 関東山地の気候は，大陸!生で雨はすくなく風もあまり

ある。観察によっても東むきの斜而には，一枚岩の絶壁 つよくない。

をつくる ζ とがみうけられた。 櫛形山地，天子111地，御坂山地:

この地域は降水量がおおく，高度がたかく述山である いずれも，いわゆる御坂層が基岩になっている。した

ため，民からは保護されているのが，特徴としてあげら がって，これらの山地には共通した点がおおい。

れる。 御坂l曹は，火山活動のはげしい時代にできたもので， 〈

関東山地: 火山岩をおおくふくんでいるが，櫛形111地は凝灰岩質の

この山地は，むかし関東島とよばれたものが隆起して ものがおおし天子山地には石英関緑岩が，御坂山地は

できたものとされている。関東山地は商にある金峯山を 安山岩と扮岩がおおくみられる。 ι 

最高として，東にゆくにしたがい低くなっている。とれ 際岩にふくまれている磁をしらべると，ふるい水成岩

は中生層があったところへ，下から深成岩がつきあげた または花開岩などからできているので，海底で堆積した

地史をよく物語るものである。とのために基封も多様 ものと想定される。

で，おおくの断層忠棄がはしり，さらに花出ff，石英関係岩 地殻変動をつよくうけたので，地形も小起伏がおお

のように風化されやすい宕石であるため，開折がいちじ く，高度のわりには傾斜が急である。ととにf由形山地の

るしく進んでいる。 富士川iに面した斜面は，急な窪となっている。いずれも

乙の深成岩類のところは，標高 1，6∞m 前後[ζ平坦面 壮年期の山地lこはいるが，御坂山地はこれらのなかでは

がみられる。これが山ろく面であるか，原地形而である あまり開析がすすんでいない。山頂には，平坦な地形が

かはっきりしないが，とれよりも低い標高の深成岩類に みられ，前輪廻の遺物とかんがえられる。 Lの平坦面に

は，深層風化しているものがおおいことが観奈された。 は富士山の火山灰砂をあっくかぶっている。

1，60日m より高い地域の花商岩は，節理は発達している なお，御坂層の山地には，ところどころに山くずれが

が，深層風化しているものはすくないようである。 たと みられるが，乙れは凝灰岩あるいは頁岩の扶層のためで

えば，金集山の五丈岩のようにお石として残っていて， あるとされている。

山陵線の岩場をつくっているととがおおい。低い地帯の 櫛形山地はうしろにそびえる宥石山地の前衛となり，

花尚岩の地域は，山頂が平坦で，山腹は上昇型の斜面が 御原，天子111地は甲府盆地を，東日本型の気侯からへだ

おおく，いわゆる花尚岩地形をつくっている。 てる墜となっている。いずれlこせよ，これらの山地には

堆積討は中生層の砂Yf，粘板岩の:正層となるlまあいが 主陵線をはさんで山腹而には表と裏という関係があり，

おおい。花商岩のところに対して，山頂はやせて尖って 気侯条件が対象的なのが，特徴としてあげられる。たとえ

いる。山腹も下降型の斜面がふつうで，崩積地がひろい ば御坂山地の南むき斜而は，北むきの斜面にくらへて，日 者

などの地形 kの特徴がある。 Lかし，ときには山腹!こ凸 射量にめく'まれ降水量fもおおく，医院関]の南風がつよい

型の地形がみられるが，これは構成している岩石による が，北むきの斜両に関しては乙れと逆であり，風は冬期

ものである。すなわち，主体は粘仮れであり，砂岩がは に北西風をまともにうける。

さまれているばあいて，風化されにくい砂岩がのとり， 入ガ岳地区

凸地形をつくるのである。この山地には鶴川lの大断層を 富士大山脈のなかでは噴火の歴史がふるいので，浸食

はじめ"、くつかの間層にそって谷が発達している。乙の 作用をつよくうけている。また多量の火山灰が放出され

両岸には，数階の段丘がみとめられ，造山運動が数次に たため，成層火111とはいっても土襲。母材料となるもの

わたったことがうかがわれる。 は火山灰である。

この111地には，また火山もふくんでいる。甲府盆地の 東にある関東山地と，雨の赤石山地とのあいだには，

北部には，茅ガ岳，果、富士，太万戸l山などの火山がみら 広いすそ野があり，このために気候は，ふつうの山地とは

れる。いずれも安山岩質のものであるが， ZFガ岳がほか きわだってもがう。そのいちじるしいあらわれは，冬の

とくらべて噴火がややおそく，基岩もわずかに塩基性が 季節風である。この地域は日本海の風系にはいり北凶風

つよい。これらはいずれもひどく浸食作用をうけ，火山 がつよくて，八ガ岳のLll肢には，つよい風の影響がみと
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められる。

八ガ岳地区は春さきまで強風にさらされるが，内陸的

な気候のため乾燥がいちじるしく，森林火災の多発地で

もある。

これに対して，降水量のおおい梅雨期から夏にかけて

は，埴質な土壌も原I出となり，いわば車軸を没 Tるよう

な泥ねいとなる。このように季節による景観のもがい

が，きわだってみとめられるのが，乙の地区の特徴とい

うことができる。

富士山地区

噴火の歴史が新しいという ζとが，いろいろの点で，

特5徴をあらわしている。 tなわち，秀麗なコニーデ型は

まだ浸食されることなく，山肢の沢は水がなく，丸尾と

いう熔岩流がみられ，土壊の母材料は風化のすすまない

E主である。宝7k山の噴出物でおおわれる東南山ろくは，

土壌がきわめて未熟である。森林立地としての特徴は，

11Jろくから低L包帯にかけて，藤周の」 i刊に国給した層の

あることがあげられる。 ζのため林木にとって有効な土

の層がきわめてうすいととになる。

富士火山派が北問から南東に走っているので， ζの線

にそって側火山があるが，とれは局地気候に大きく影響

をあたえている。たとえば北面にならぶ弓射塚，大室山

などの西がわは，その北がわより降水量がおおく，また

これらの山々によって，北がわは偏西風から保護されて

いるなどである。

西および北西ろくには火山正陵がひろく横たわるが，

とれは富士山の熔岩流が，天子山地によってせきとめら

iもてできたものである。富士山と御坂層のあいだり低地

は i胡となるととろがおおいが， 71をたたえないまでも

j帯水しそうな地形のととろはおおい。

典型的な孤立峯であるため，話士山をとりまく気閑

も，ふつうの山地とはととなったいくつかの特徴があげ

られる。まず，山存がきわめて幾何学的なので，高度に

ともなう気温り減少のため， IIJ腹面の!直拘帯はきわめて

明瞭に観察することができる。降水量も南而と北凹では

差があり，南而がおおい。

山梨県聞は北而にあたるので~の期間の土壌凍結が

いちじるしく，霜柱も低地ではみられない大きなものが

みうけられる。

ii 地形区とその特徴

地形を解析した結果を，地質をもとにしてわけた17地

域ごとにくらべたば品い，もっとも明瞭にみとめられた

ことはつぎのことであった。すなわち地形婆素について

ζれら地域内におけるプレと，地域間の差をくらべると

前者にくらべて後者が大きいということである。

実際に山を歩いてみて，山地あるいは地域がちがう

と，地形あるいは景観のきわめて異なることが体験され

るが，数院であらわしてみると一層はっきりと，それら

地域の類似点あるいは相異点がわかるように思われた。

ここでは，地質をもとにして便宜的に171乙区分したわけ

であるが，あまりせまい地域たとえば P1， ml， ma， 

G4， Alなどは，解析して求められる資料数がすくない

ため，第39図および第40図でわかるように，それらの

平均値はあまり頼りにならないものである。

Lたがって地域ごとの地形町類似性をしらべるには，

地域ごとに平均した絶対値について，これらの値がもっ

信頼性を加味すれば客観的になると考えた。

いま高度，傾斜度，起伏量について，たがいに 5悼

の危険率で差がみとめられる1似まを凶示すると，第52~

54凶となる。

この 3つの地形要素について順序の番号がつけてある

が， ζれら組合せがおなじものをひとつにまとめると，

まえの 17区分から 3区おもる乙とになる。すなわち，

高度が5で，傾斜度がム起伏量が2という組([.， G盆，

Al. As， ffilの4地域がはいる。 したがって， 残った

14地区はある要素では類似していても，他の項目では

瞳
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Fig. 54. Classification with reference to the 

significance ; relief energy~ 

階 副寸 2 何可可司つ~
平均起伏量(m)1吋吋吋叫吋吋吋円O

兼があるというように，独立した地域と考えることがで

きる。しかし，残ったもののなかには P1， mS， Gl， 

Gs， Azというように而積のせまいものが 5区ふくま

れることになった。そこ e.これら小雨積のものはill日正

分することにして，荷偵のつりあいがとれるように山地

を地形によって 9[x:分した。

ここで主題からはすこしはなれるが 9区分した地域

の呼び名をきめておこう。地理学の定義にしたがえば，

「地域という言葉は一般にひろく)jJいられているので，

あまり戦按1:::規定すると，かえって混乱を招くおそれが

ある。何等かの必要 1:.あるいは観点から区間りされた

地表の…部を指して地区と呼ぶのがよい。」とされてい

るので43).これにしたがうことにする。

とれら 9地区を図示すると，第55凶のようになる。
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Fig. 55. Nine unit regions c1assified with the 

homogeneity of topography. 

。ヰ， 

このうち，第 1地区一の Pl，P2， Glはそれぞれつぎ

のように性質がちがう。

高度 傾斜度

Pl 6 8 

pa 7 9 

G， 7 8 7 

すなわち，高度において p，が他より低く， 傾斜と起伏

は p，がほかにくらべて大きい。

第5地区の b は高度，傾斜度，起伏量の頃位、がおの

おの 3， 3， 2であるが， G盆では 5，4， 2である。

つまり起伏量で差はなし、が， G，の二Ijが b より高度が

起伏量

7 

8 
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たかく，傾斜が号、な ζとをしめしている。 ほかにくらへてやや大きい。

第7地区はもっとも，多様性にとんでいるが，つぎの これらの 3地区は，以上のような班分類を必要とする

ような構成である。 が，他の 6地lズは， 3つのi由形因子の組合せにおいて，

高 度 傾斜度 起伏量 それぞれ特異性をもっー単位ということができる。

ffil， ma， A1， A3 5 4 2 
G， 5 5 3 

これら 9地氏につい亡3 いままでに述べた環境肉子，

すなわら気伎と地質がどのようであるかをI向記する。

A2 5 3 2 気候の第E章第1節のめの 1において，推定気温図

さきにあげた G，はやはり 5，4， 2の照fItをしめす (第24肉〉についてふれたが， この気温同は1辺が2
が，地域がとれらとかけJ主なれているので， JJIJにとりあ km の方限の中心の気温を推定~，それらから内持法に

つかった。 より求めたもの Eあった。そこで，各五眼で求められた

第7地医は，甲府盆地の北およむ:東の地域であるが， 推定気温値をもちい，地形の 3囚下につい牛ておこなった

高度にはあまり差がない。傾斜は A，が他にくらへて， のとまったく同様に， 17地区の平均値をもとめ， その

綬傾斜であり G，は急傾斜である。なお G，は起伏も 差を t検返してみた(第23表〉。

第23表推定気温の t検定結果

Table 23. Test of significance of regional difference in the estimated temperature. 
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i
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一
i

， I 材榊吋傘オ|土三キ忙E土1三i*
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さきにあげた地形の 3[，，1干に関しての t検定表にくら られた。

べれば，是正日がすくないことが目につく。気温は標高に 低渇から高温へと除、をならへ， 95出の信頼回目iをそえ

よる差がいちじるしく，とれにしたがい地区内でのフレ て図示すると第56凶となる。おなじようにして凶示し

が大きくなり， 地区間の差がみとめられないものと考え た高度〈第38肉)，傾斜度〔第39図〉および起伏量
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第 56凶地域}]Ilの平均とフレ 推定気温

Fig. 56. Mean and deviation in each geological 

region; estimated temperature 

〈第40凶〉とくらべると，推定気温のもつ平均値のフレ

が大きいととが，ひと目で理解すると Jとができる。とも

かく，差のないものはまとめてみると 4グループにわけ

られた。ただし，もっとも温暖な地区としては A，だけ

であった。 A.の面積はせまいので3大別した。

降水量は流域により差があることをみたので，富士川

流域を多とL.桂川流域を中とL.筒吹川lおよび釜品川

流域を少として 9地区と対応させた。とうすると第 1，

第 3地区の一部とが，それぞれ甲府盆地にはいるので，

Jlli分類を必要とするが，上記の 3 i'~ê域のなかが，さらに

3区分された形になっている。

森林立地としては，火山灰と 般岩石とは，おなじに

あっかえないので，前節でしらベた分布を各地区にあて

はめると 2地区が簿 4地底が中，残りの 3地区が停

というととになる。

以上のζとを， とりまとめて表示したのが，第24表

である。との表では数のおおくなるほど，高く，おお

く，あっく，あるいは急になる ζとがしめされている。

まえにもととわったように，表l亡しめす数字は頗位を も

あらわすもので，定性的な意味をもつものである。

そ乙で，各地区ごとの平均値をもとめると，第25表

白ようになる。ただし，降水量と地質とは記号あるいは

数字を文字であらわしたもので，やはり定性的な表現で

tr& 24表地形区の特徴

Table 24. Characteristics of the unit regions 

番 気 伝

三回聖水

l 1 3(1) 

2 3 2 

3 3 3(1) 

4 3 3 

5 3 2 

6 2 1 

7 13，4 I 

8 3 l 

9 2 2 

grouped by the similarity of topo 

graphy. 

f也 質 地 形

母 岩|長山高度lE斜|童伏

Pl，Pl!， G4 116，7 8，9 7，8 

ロ" 2 5 8 5 

t， 2 4 7 6 

t， 2 l 7 4 

t 3， G壬 3 13，5 3，4 2 

G， 6 6 2 

Al， 2， 3， illt， sGs， 2 13，4，53，4，52，3 

Y 3 5 2 

F 3 i 5 

第 25表 9地区の立地条件

'fable 25‘ Environmental features of nine unit regions 

守幸 気 [芸 地 質 地 形

ロ'7 
手厚|降水量 オョ b な t血 質 両 (m)度 | 傾 斜 度l起(if〉量

1 4.6 多(少〕 古生層 Pl， Pl!， Gl 薄 160C 36 960 

2 9.1 中 中生用 m， 中 1040 32 640 

3 9.0 多(少〉 第三紀層 t， 中 910 31 670 

4 10.0 多 " h 中 750 31 620 

5 8.6 中 " t 3， G壬 厚 860 26 500 

6 7.2 少 保成岩類 G， r専 1500 28 400 

7 9.5 少 噴出計頬 Al， 2， 3， ml， ms， Gs 中 1020 24 490 

8 10.0 少 j，ガ岳火山地区 Y 厚 1140 16 300 

9 7.7 中 富士山火山地区 F i手 1300 9 300 
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ある。

ともあれ， この表は各地区における環境をしめすもの

であり，もし地区のあいだの相異をみるときには，定性

的な第24去を参照する ζ とによって，的Il1i.に判定する

ととができる。

(2)地質

堆積岩と火成岩田分布比率は 2: 1である。

堆積岩
古生層 中生層 第三紀層

10% 14% 31弘

51 

第四紀屑

12拍

深成岩類噴出荷主耳八ガ岳地区富士山地区

さいごに 火成岩
15% 6% 6%  6% 

山梨県の1[1地における気候，地質，地形の環境因子世 (3 )地形

解析した結果まとめるとつぎのようになる。 全県の平均高度をとフソグラフ曲線から求めると 980

(1 )気候 m，山地の高度を，方限法で求めると l，130mとなる。

全県の平均気温は 8.10 C，降水量は 1.620mmとな 傾斜は 280，起伏量は 610mをしめ[..，山地の傾斜方位

る。したがって雨量係数は 200となる。 は北，西にくらべて南，東lこ面する方がややおおい。
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